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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 皆さん、おはようございます。 

ただいまから、平成２７年第１回氷川町議会定例会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（永田義昭君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定によって、２番、清田

議員、３番、長尾議員を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（永田義昭君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は本日から３月１８日までの１３日間としたいと

思います。ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 異議なしと認めます。したがって、会期は本日から３月１８日

までの１３日間に決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（永田義昭君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

今回受理した請願・陳情等は、お手元に配りました請願・陳情等一覧表のとおり

です。 

また、１番、合併特例債の適用期間の再延長を求めることについては、総務文教

常任委員会に付託しましたので報告します。 

次に、例月出納現金検査並びに定期監査が実施され、その報告書が提出されてい

ますので報告します。なお、報告書は議会事務局に保管してありますので、ご自由

に閲覧願います。 

次に、平成２６年第２回八代広域行政事務組合議会定例会が開催され、会議録が

提出されていますので報告します。なお、この会議録は議会事務局に保管してあり

ますので、ご自由に閲覧願います。 

次に、平成２６年１２月２５日及び平成２７年２月２日に、熊本県町村議会議長

会理事会が熊本市で開催され、議長が出席しましたので報告します。 
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次に、平成２７年２月１８日に、熊本県町村議会議長会第６５回定期総会が熊本

市で開催され、議長が出席しました。なお、この定期総会におきまして、全国町村

議会議長会表彰状伝達並びに熊本県町村議会議長会表彰が行われました。全国町村

議会議長会表彰並びに熊本県町村議会議長会表彰で、笠原良一議員が在職１５年

で、多年にわたり地域の振興発展に顕著な功績があったと認められ、表彰の栄に浴

されましたので報告します。 

ここで表彰の伝達を行います。笠原議員、演壇の前によろしくお願いいたしま

す。 

表彰状。熊本県氷川町、笠原良一殿。あなたは、町村議会議員として多年にわた

り地域の振興発展に寄与せられたその功績は誠に顕著であります。よって、ここに

これを表彰します。平成２７年２月６日。全国町村議会議長会会長、蓬清二。代

読。 

表彰状。熊本県氷川町、笠原良一殿。貴殿は、多年地方自治の振興に貢献せら

れ、その功績は顕著であります。よって、ここにこれを表彰いたします。平成２７

年２月１８日。熊本県町村議会議長会会長、松尾純久。代読。 

○議長（永田義昭君） これで表彰状の伝達を終わります。 

次に、議員派遣の結果になりますが、平成２７年１月２９日から平成２７年１月

３１日まで、沖縄県において、産業建設厚生常任委員会の調査・視察研修が実施さ

れましたので、産業建設厚生常任委員会、三浦委員長より報告を求めます。三浦委

員長。 

○産業建設厚生常任委員長（三浦賢治君） 皆さん、おはようございます。 

産業建設厚生常任委員会調査・視察研修の報告を行います。 

産業建設厚生常任委員会では、「産業の振興」をテーマに、平成２７年１月２９

日から１月３１日までの３日間、沖縄県うるま市をはじめ、糸満市や北谷町を訪

れ、「い業に関する調査」や「道の駅活性化に関する調査」並びに沖縄の美しい海

から豊かな水をつくり出す、沖縄の海水淡水化センター及び浄水場の視察研修を行

いました。 

本町の基幹作物であるい草が中国産の輸入による価格の低迷や居住の多様化によ

る消費の減少、また生産農家などの減少により、関連機械の製造販売が中止される

など、い草に関する環境は厳しいものがあります。 

そこで、１日目の１月２９日は、本町い業の今後の展望を開くことを目的とし

て、沖縄のい草のほとんどを生産している、うるま市の照間地区を訪れました。 

照間集落では、１５０年から２００年前からビーグ、いわゆるい草が栽培され、

現在、い草の生産者は２８名でした。平成２４年度の作付面積は、約９ヘクタール
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で約５０トンの生産であるということでありました。この照間のビーグが沖縄全体

の９７％を占めているとのことであり、ほとんどの畳は県内で消費されているが、

生産が追いつかないということでした。今後は、い業の振興のため、うるま市と交

流を図っていきたいと考えています。 

次に、近年、異常気象などで水の需要と供給が社会問題になっています。飲料

水、工業用水、農業用水など、水は私たちが生活を営むうえで必要不可欠なもので

す。 

本町では、現在、それらをダムや堰に頼っていますが、沖縄県では全国でもあま

り例のない、海水から真水をつくり出す事業が行われております。 

そこで、２日目の１月３０日は、北谷町にある沖縄県企業局海水淡水化センター

と北谷浄水場の行政視察を行いました。 

海水淡水化施設は、ダムの建設に比べると施設建設の工期が短期間で済み、プラ

ントがコンパクトなため施設面積が小さく、消費地近くに設置できるため、導送水

施設の距離が短くて済むなどを総合的に勘案して、事業費が安くできるというもの

でありました。季節や気象条件に左右されることなくできるため、沖縄の美しい海

から水をつくるために、総事業費３４７億円を投資して海水淡水化施設が平成９年

４月に全面供用を開始されました。 

この海水淡水化施設では、１日当たり４万立方メートルの真水がつくられ、隣接

の浄水場の陸水系の硬水と５０対５０の割合でブレンドした水道水を各市町村に１

立方メートル当たり１２０円の単価で供給されていました。同施設の電気使用料は

１カ月で１億円あり、メンテナンスは年間２億円というものでした。そこで、「採

算は取れているのか」という質問をしてみたところ、回答は「黒字」だということ

でございました。 

沖縄県企業局海水淡水化センター及び北谷浄水場の視察にあたっては、沖縄県民

の水に関する思いが半端でないことが分かったと同時に、氷川町の水事情とはかな

り隔たりがあり、井戸水が豊富なうえ、上水道が敷設されている我が町の水資源の

涵養に有り難さを覚えました。 

３日目の１月３１日は、商業施設の管理運営と経営方針について、糸満市にある

日本最南端の道の駅である「道の駅いとまん」を訪れ、道の駅活性化に関する調査

ということで、施設の管理者である糸満市観光協会の玉城事務局長から概要説明を

受けました。 

まず、平成１４年１１月、ＪＡおきなわファーマーズマーケット「うまんちゅ市

場」が設立され、その後、平成１９年９月に糸満漁業協同組合による「お魚センタ

ー」が設立されました。そこで、この一帯を道の駅にできないかということで、平
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成２１年４月、道の駅施設管理組合を設立、同年６月に「道の駅いとまん」として

開駅したとのことでありました。さらに、平成２１年８月には、障害者就労支援施

設「イノー」が設立され、その翌月、物産センター「遊食来」が設立され、現在に

至っているということでございました。 

４施設の全体の事業費８億５,０００万円、平成２５年度の売上は２１億７,００

０万円、年間の利用客数は３００万人を超えていました。 

当委員会が調査に訪れた際には、これらの施設をアーケードで覆う工事が施工さ

れており、今後の展開が楽しみな「道の駅いとまん」でありました。 

以上で、産業建設厚生常任委員会の調査・視察研修報告を終わります。 

○議長（永田義昭君） ただいまの三浦委員長の調査・視察研修報告の詳細について

は、３月１日発行の議会だよりにも掲載してあります。 

これで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 行政報告 

○議長（永田義昭君） 日程第４、行政報告を行います。 

町長から行政報告の申し出がありました。これを許します。町長。 

○町長（藤本一臣君） 皆さま、おはようございます。 

厳しかった寒さが和らぎ、梅の花が満開となっておりまして、まさに空もゆかし

く弥生の春を迎えておりますが、皆さま方にはそれぞれのお立場で日々ご活躍のこ

ととお喜びを申し上げます。 

本日は、平成２７年第１回氷川町議会定例会を招集をいたしましたところ、皆さ

ま方にはお繰り合わせご出席をいただきまして、誠に有難く存じております。 

また、議員各位には、日頃より町政運営全般にわたりまして、ご支援とご協力を

いただいております。心より感謝とお礼を申し上げる次第であります。 

また、先ほど笠原良一議員、表彰の栄に浴されました。長年にわたる議員として

の活動を評価されての表彰であろうと思っております。誠におめでとうございまし

た。 

さて、本年度もいよいよ押し詰まりまして年度末を迎えるところでありますが、

氷川町のこの年度を振り返ってみたいと思います。台風、豪雨等の大きな自然災害

もなく、比較的穏やかな年でございました。併せまして、立神峡の国指定名勝とし

ての内定、株式会社電通の創始者であります光永星郎翁の生涯を描いたドラマの制

作放映。また、秋山幸二前監督の野球殿堂入りは、両氏の出身であります氷川町に

とりましても大変名誉なことでございまして、より良い年であったのかなと思って

おります。 
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一方、国内の情勢に目を転じますと、広島で発生いたしました土砂災害、徳島県

の豪雪をはじめ、度重なる台風の襲来、御嶽山あるいは阿蘇山の噴火など、未曾有

の自然災害が発生をいたし、尊い命と財産が奪われました。誠に残念であります。

被災をされました皆さま方に改めてお悔やみを申し上げますとともに、一日も早い

復旧・復興を望むものであります。 

反面、日本人研究者３名のノーベル物理学賞受賞をはじめ、ユネスコにおける世

界文化遺産の登録、和紙の無形文化遺産への登録等々、輝かしい世界に誇れる文化

遺産の登録も大変喜ばしい出来事でございました。 

さて、平成２６年度につきましては、「ふるさとの未来を拓く出発の年」と位置

付けまして、５つのまちづくり戦略を掲げ、議会の皆さま方のご協力をいただき、

町民の皆さま方とも協働しながら、活力のあるまちづくりに向けてのさまざまな施

策を展開してきたところであります。その結果につきまして、主なものをかいつま

んでご報告を申し上げたいと思います。 

まず、活力ある産業の振興でございます。農業の分野では、各種生産組織、集落

営農組織の育成によりまして、足腰の強い農業経営を支援いたしました。２年目を

迎えました「い業機械再生支援事業」では、４５件の農家が取り組みを行われ、品

質の向上と生産機械の長寿命化が図られたところであります。 

同じく２年目となります農地集積加速化事業では、野津地区の営農改善組合設立

に続き、吉野地区の組合設立に向けた合意形成が図られたところでございます。 

新規就農総合支援事業には、本年度新たに６戸の農家が取り組まれ、１５名の個

人と３組のご夫婦へ青年就農給付金を交付したところであります。 

くまもと稼げる園芸産地育成対策事業、鳥獣被害防止総合対策事業、氷川町農業

元気づくり支援事業等々さまざまな事業を進め、それぞれの支援をさせていただき

ました。 

経営所得安定対策におきましては、６２１戸の農家が取り組まれ、交付金額とい

たしましては４億５,２００万円を見込んでおります。また、本年度も生産調整面

積の再配分を行いまして、約８６ヘクタールの作付けを確保したところでありま

す。 

経営体育成支援事業、また花嫁対策事業も実施いたしました。花嫁対策事業につ

きましては、本年度は３回の異業種間の交流を行いまして、数組の交際が始まって

いると聞いております。 

水産資源回復基盤整備交付金事業では、アサリ・ハマグリの稚貝の放流、漁場の

耕うん等を行ったところであります。 

農業基盤整備事業におきましては、西野津地区、高野道地区、堺丸地区の排水路
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の改修、栫地区ため池改修、農道早尾腹巻田線の道路改良、農道有佐４号線の舗装

工事等々の工事を行いました。また、暗渠排水の事業におきましては、７２.１ヘ

クタールの暗渠排水事業を実施したところであります。 

竜北地区の地籍調査事業につきましても順次進んでおります。大野地区の一筆地

調査が終了いたしました。これで全地区の一筆地調査が終了したところでありま

す。 

長年の懸案でありました竜北地区の排水対策につきましては、２年間の排水対策

検討委員会の調査研究・協議を終え、排水機場の更新並びに導水路の改修を行うと

いう方針を決定したところであります。 

商工業振興分野におきましては、新規事業といたしまして、まちなかづくり推進

事業を活用いたしまして、これまでありましたさくらカード会から氷川カード会へ

の移行に伴うポイントカード機器の新規導入等の支援を行いました。３５業者が参

画をし、延べ４０台のカード機器が導入されたところであります。 

３年目を迎えました住宅リフォーム促進事業におきましても活用いただいており

ます。２月末現在で、件数で７４件、補助金額１,１６６万円、実工事金額１億３,

７８０万円の実績となっております。１０倍以上の経済効果を生んでいるところで

あります。 

プレミアム付きの商品券の発行、販売戦略商工会補助事業、経営革新等推進特別

事業等にも取り組みまして、それぞれの商工業者の支援を行ったところでありま

す。 

梨マラソン大会におきましては、過去最高の参加者を得ました。年々参加者が増

加しているということは、大変嬉しいことでありまして、今後も積極的に進めてま

いりたいと思っております。 

２点目といたしまして、安心して暮らせる福祉のまちづくりであります。氷川町

では、疾病の早期発見・早期治療を促しております。特に、それぞれ働く世代のが

ん予防等々につきまして、人間ドックあるいは検診の補助を行ったところでありま

す。 

中学３年生までの医療費の無料化、インフルエンザの予防接種つきましても実施

しておりまして、子育て世代の支援につながっているものと思っております。 

高齢者対策といたしまして、いきいきサロン事業、それから食の自立支援事業等

々に取り組んでおります。力を入れております、いきいきサロン事業につきまして

は、本年度新たに４地区で取り組みが始まりました。合わせまして３１地区で取組

みが行われているところであります。 

なお、高齢化は年々進行すると思われます。認知症対策、高齢者の皆さま方の生
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きがい、いきいきと暮らせる地域づくり、そういったことにつきましては社会福祉

協議会と連携を図りながら、その環境づくりをこれからも進めてまいりたいと思っ

ております。 

災害時の要支援者の支援体制につきましては、民生児童委員さまの協力を得て、

それぞれ関係者及び関係機関において情報を共有し、有事に備えているところであ

ります。 

３点目といたしまして、人を育む教育の振興であります。児童生徒の安全な教育

環境を整備するため、本年度は、竜北中学校の校舎並びに竜北西部小学校の低学年

棟の耐震補強・大規模改造工事を行いまして、すでに工事が完了し、新しい教室で

授業が始まっているところであります。 

要支援児童生徒教育支援事業、また学校支援地域本部事業にも取り組んでおりま

して、それぞれ学校の現場で就学環境の充実につながっているのかなと思います。 

幼児期における質の高い保育・教育の支援を目指し、氷川町子ども・子育て会議

を設置し、調査検討を進めてまいりました。氷川町子ども・子育て支援事業計画

（第１期）、また次世代育成支援対策行動計画（前期）の素案がまとまったところ

でありまして、３月末には答申をいただくと聞いております。 

八火図書館並びに宮原振興局の新築工事につきましても、すでに工事は完了いた

しました。今月２９日に落成式を挙行したいと考えております。 

冒頭申し上げました立神峡の国指定名勝につきましては、内定をいただいており

ます。今後、さらなる利活用を図ってまいりたいと考えております。 

４点目、安全で快適な生活環境のまちづくりであります。生ごみの減量及び堆肥

化を促進するための電気式生ごみ処理機の購入助成事業を実施しておりますけれど

も、本年度は３台の導入にとどまりました。なかなか普及が進まないところであり

ますが、これからもしっかりと頑張っていきたいと思っております。 

また、住宅用新エネルギー等導入促進事業につきましても、太陽光発電施設６

件、ヒートポンプ２件、太陽熱利用施設４件、計１２件の導入が図られたところで

あります。 

防災対策といたしまして、国土交通省の事業によりまして、道の駅竜北の敷地及

び隣接地に非常用発電機、地下燃料タンク、貯水槽、防災トイレ、防災倉庫を建設

していただきました。これから先、災害対応備品、非常食等の備蓄を図ってまいり

たいと思っております。 

また、災害時の緊急避難施設となります宮原振興局及び氷川町公民館２カ所に太

陽光発電施設を設置いたしました。災害発生時の緊急のときに活用できるのかなと

思っております。 
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また、今年の２月１６日でございますけれども、公益社団法人熊本県トラック協

会と、災害時における物資等の緊急輸送に関わる協定を締結いたしたところであり

ます。あってはなりませんけれども、災害発生時には、そういった協会との提携に

基づき、輸送等に力を入れていただくものと思っております。 

集落内の道路、排水路整備につきましても、区長さまの地区要望に基づき、ある

いは氷川町の道路整備基本計画に基づき、その整合性を図りながら整備を進めてい

るところであります。 

氷川浜牟田橋下流側の河川敷につきましては、管理者であります熊本県におきま

して整備改良が今図られております。今後更に整備を進めていただき、その活用を

図ってまいりたいと思います。 

宇城・氷川スマートインターチェンジ事業につきましては、昨年３月２９日に開

通し、１日平均９００台の利用があると聞き及んでおります。残念ながら、本町の

アクセス道路の整備事業が遅れております。本年３月完成を目指しておりました

が、今年の秋口までかかる予定でございまして、この遅れにつきましては、町民の

皆さま方をはじめ、共同事業体であります宇城市及びネクスコ西日本さまには大変

ご迷惑をおかけしております。心よりお詫びを申し上げたいと思います。 

最後に、住民自治を支える行政運営の推進であります。住民との協働によるまち

づくりを進めるため、町政懇談会を１３カ所で実施いたしました。それぞれの意見

を、生の声を聞くことができたと思っております。 

また、議会におきまして、い業振興議員連盟並びに防衛議員連盟の設立をいただ

きました。私ども執行部とともに、それぞれを支援していくということでございま

して、大変心強く感じているところでありますし、関係町民の皆さま方からも大変

感謝をされているところでございます。 

行政情報の提供につきましても、今努めているところであります。先般の熊日の

朝刊に県内の情報公開度ランキングが掲載されておりました。昨年２０位でありま

した本町のランキング、順位を上げて県内自治体中１４位というランク付けになっ

ております。これからも情報公開につきましては、しっかりと進めてまいりたいと

思います。 

また、議会のほうでも、それぞれ議会改革を進めていただいております。今日も

先ほど、三浦委員長のほうから産業建設厚生常任委員会の研修につきましての報告

がありました。これまでにない初めての報告であろうと記憶いたします。また、議

会広報誌等でも詳しくお知らせをしてございます。まさに情報公開を進めていただ

いておりますことに対しましても、感謝を申し上げるところであります。これから

もどうぞしっかりと情報の公開に努めていただきたいなと思います。 



 

－ 14 －

大空町との友好事業につきましても、中学生の交流あるいは高校生の受入等々、

交流を進めております。来る３月２０日から２３日にかけまして、大空町から訪問

団が来られます。心より歓待を申し上げたいと思っております。 

以上、５つのまちづくり戦略を掲げ、最善を尽くしてきたところでございます。

議員の皆さま方、また町民の皆さま方のご協力によりまして、相応の成果を得るこ

とができた年度であったと思っております。 

以上、平成２６年度を振り返りましての行政報告とさせていただきます。 

○議長（永田義昭君） これで行政報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第 ５ 議案第 １号 氷川町行政手続条例の一部を改正する条例について 

日程第 ６ 議案第 ２号 氷川町職員の配偶者同行休業に関する条例の制定につい

て 

日程第 ７ 議案第 ３号 氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第 ８ 議案第 ４号 地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべ

き事件を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ５号 氷川町土地開発基金条例の一部を改正する条例について 

日程第１０ 議案第 ６号 氷川町図書館建設基金条例を廃止する条例について 

日程第１１ 議案第 ７号 氷川町すこやか赤ちゃん出産祝金支給条例の制定につい

て 

日程第１２ 議案第 ８号 氷川町保育の実施に関する条例を廃止する条例について 

日程第１３ 議案第 ９号 氷川町墓地条例の一部を改正する条例について 

日程第１４ 議案第１０号 氷川町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定

める条例の制定について 

日程第１５ 議案第１１号 氷川町介護保険条例の一部を改正する条例について 

日程第１６ 議案第１２号 氷川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の制定について 

日程第１７ 議案第１３号 氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第１８ 議案第１４号 氷川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準
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を定める条例の一部を改正する条例について 

日程第１９ 議案第１５号 氷川町下水道条例の一部を改正する条例について 

日程第２０ 議案第１６号 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制

定について 

日程第２１ 議案第１７号 氷川町教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例

の制定について 

日程第２２ 議案第１８号 氷川町八火図書館条例の一部を改正する条例について 

日程第２３ 議案第１９号 平成２６年度氷川町一般会計補正予算（第５号）につい

て 

日程第２４ 議案第２０号 平成２６年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）について 

日程第２５ 議案第２１号 平成２６年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第２号）について 

日程第２６ 議案第２２号 平成２６年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３ 

号）について 

日程第２７ 議案第２３号 平成２６年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第３

号）について 

日程第２８ 議案第２４号 平成２７年度氷川町一般会計予算について 

日程第２９ 議案第２５号 平成２７年度氷川町国民健康保険特別会計予算について 

日程第３０ 議案第２６号 平成２７年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算につい

て 

日程第３１ 議案第２７号 平成２７年度氷川町介護保険特別会計予算について 

日程第３２ 議案第２８号 平成２７年度氷川町下水道事業特別会計予算について 

日程第３３ 議案第２９号 平成２７年度氷川町宅地開発事業特別会計予算について 

日程第３４ 同意第 １号 氷川町教育長の任命について 

日程第３５ 同意第 ２号 氷川町教育委員会委員の任命について 

○議長（永田義昭君） 日程第５、議案第１号、氷川町行政手続条例の一部を改正する

条例についてから、日程第３５、同意第２号、氷川町教育委員会委員の任命につい

てまでを一括議題とします。 

町長の施政方針並びに提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（藤本一臣君） 平成２７年度の施政方針並びに本定例会に提案をいたしており

ます議案の提案理由の説明をさせていただきます。 

日本の経済情勢は、景気の緩やかな回復基調が続いているものの、駆け込み需要
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の反動の長期化、また海外景気の下振れなど、景気を下押しするリスクが懸念材料

となっております。 

このような中で、国は閣議決定をされた「経済財政運営と改革の基本方針２０１

４」において、経済の好循環の動きを更に進め、デフレ脱却と経済再生の道筋を確

かなものとし、成長への期待を根付かせていくために、需要の安定的な拡大に取り

組むこととし、地方財政につきましては、地方の一般財源の総額は中期財政計画で

示された方針に基づき、平成２６年度の地方財政計画の水準を下回らないように、

実質的に同水準を確保するということとされております。 

しかしながら、経済再生の進展を踏まえて、リーマンショック後の危機対応モー

ドから平時モードへの切り替えという流れを進めていかれます。なかなか不透明な

ところがあると言わざるを得ません。 

また、熊本県におきましても、財政再建戦略をはじめとした数次にわたる改革の

推進により、県債の縮減と調整用の４つの基金の増加の成果を得られているもの

の、今般お示しをいただいた「平成２７年度当初予算の大まかな収支見通し」によ

れば、相当の財源不足が見込まれておりまして、依然として国の地方財政対策に大

きく左右される状況にございます。国の予算編成及び地方財政対策の動向等によっ

ては、厳しい財政運営が強いられる状況にあると聞いております。 

さて、昨年１２月の衆議院選挙で政権与党が圧勝し、引き続き国政運営に当たら

れることとなりました。アベノミクスと称される積極的な経済政策が加速をされる

とともに、まち・ひと・しごと創生法等に基づく地方創生に向けた新たな支援策が

矢継ぎ早に打ち出されているところであります。その目指すものは、人口減少に歯

止めをかけ、高齢化社会を克服し、将来にわたって活力ある社会を実現することで

あり、我が町においても地域の実情と特性を踏まえた氷川町版の人口ビジョンと総

合戦略を策定し、その実現に向けた堅実な行政運営が求められておりますので、去

る１月５日に氷川町まち・ひと・しごと創生推進本部を設置し、事業の具現化と財

源の確保に尽力をしているところであります。 

このような国・県の政策や財政状況を踏まえまして、平成２７年度氷川町一般会

計予算につきましては、大幅な将来の歳入減を見据えた厳しく堅実な財政運営に向

けて、職員自ら創意工夫を図り、事務事業の徹底的な見直しや事業間の優先順位を

厳しく選択する一方、将来に向けた町勢発展の礎を築くための重要と考える事業に

つきましては、国・県の交付金等の活用を図りながら必要な財源を確保することと

し、メリハリのある予算編成を心がけたところであります。対前年度比０.７５％

減の総額６２億２,５１９万４,０００円といたしました。 

歳入といたしましては、県支出金、町税が若干増加を見込んでおります。不透明
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な地方交付税、地方贈与税は横ばい、国庫支出金は減少すると見込みました。財源

確保のために財政調整基金からの繰り入れを行い、町債につきましては必要最小限

度に止めたところであります。 

歳出では、議会費、総務費、衛生費、農林水産業費を増額予算とし、民生費、商

工費、土木費、消防費、教育費を減額予算といたしました。 

氷川町が誕生いたしまして１０年という節目の年を迎えております。いよいよ合

併の真価がまさに問われる時期を迎えます。平成２７年度は「ふるさとの未来を拓

く実行の年」と位置付けまして、当面する課題の解決、あるいは将来の氷川町を展

望した事業を進めてまいりたいと思っております。 

その基本となりますのは、氷川町総合振興計画でございます。この基本理念をし

っかりと基本におき、これまでどおり５つの戦略を掲げながら議会の協力をいただ

き、町民の皆さま方とともに安心して暮らせ、幸せを実感できる氷川町の実現に向

けて取り組んでまいりたいと思っております。 

まず、１点目でございます。活力のある産業の振興であります。安定した生活基

盤を確保するため、基幹産業であります農業、商工業に活力を取り戻していかなけ

ればなりません。 

農業振興策といたしましては、ＴＰＰ参加交渉等の動向を注視し、県南フードバ

レー構想との連携を図りつつ、足腰の強い健全な農業経営を図るため、各種生産組

織及び営農組織を中核とした組織型農業を推進するとともに、それぞれの地域での

共同経営を視野に入れた集落営農組織を育成してまいります。 

農地集積加速化事業につきましては、現在取り組んでおります野津地区、吉野地

区と併せまして、新たに鹿島地区をモデル指定いたします。島地、鹿島、柳の江地

区を対象といたしまして、農地の集積を進めてまいりたいと思っております。 

３年目となります、い業機械再生支援事業につきましても、い業関連機械の維持

管理を支援することといたしております。なお、製造中止となっておりますい草の

刈取機ハーベスターの製造再開に向けた交渉を今進めております。先般の県議会の

一般質問にもあったかと思っておりますが、来週１１日に小野副知事、八代市長、

ＪＡ組合長、私、一緒に、大阪にあります農機具メーカーを訪ねて、早期の製造再

開を決めていただくように交渉に行ってまいりたいと思っております。 

新規就農総合支援事業、くまもと稼げる園芸産地育成対策事業、鳥獣被害防止総

合対策事業等につきましては、国・県の事業を積極的に活用してまいりたいと思い

ます。 

氷川町農業元気づくり支援事業、これは町の単独事業でございますけれども、７

つの事業を展開を考えております。トマトの遮光資材導入、また牛の異常産予防ワ
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クチン補助事業、葉たばこ病害虫予防対策、露地野菜病害虫対策等々の７つの事業

を実施する予定でございます。 

また、継続事業といたしまして、経営所得安定対策事業、経営体育成支援事業、

氷川町販売戦略基本計画に基づく農産物販売戦略強化対策、いぐさ畳表生産体制強

化緊急対策事業、日本型ブランド輸出促進事業をはじめ、農地の利活用を調査する

ための農業委員会の機能を更に充実を図ってまいりたいと思っております。 

農業経営の安定化と農家の負担軽減を目的といたしました農業収入安定化事業に

つきましては、地方創生先行型事業を活用いたしまして、共済掛金の助成率を補助

金の交付要綱の基準どおり５０％補助を実施してまいりたいと思っております。 

アンテナショップであります「氷川のしずく」につきましては、今後ともコスト

の削減と売上増を目指して取り組むことといたしておりますが、やはりアンテナシ

ョップの一番の目的は、それぞれ氷川町のＰＲ、あるいは農産物のＰＲでございま

す。そのＰＲ活動を積極的に今後も進めてまいりたいと思います。 

水産資源回復基盤整備事業につきましても、本年度も同様に取り組んでまいりま

す。 

農業基盤整備促進事業につきましては、引き続き、堺丸地区の排水路の整備、島

地地区の排水路の改修、暗渠排水事業６６ヘクタール、客土事業４.７ヘクター

ル、区画拡大２.１ヘクタール、農道有佐３号線の舗装工事、国営造成施設管理体

制整備促進事業等を氷川町土地改良区と連携を図りながら進めてまいりたいと思っ

ておりますが、農業予算につきましては大変厳しい状況にあると聞いております。

年度当初、予定した事業がすべて実施できるように、これからも国・県に要望を進

めてまいりたいと考えております。 

多面的機能支払交付金事業につきましても、取り組みが増えております。現在１

０地区で取り組まれておりますけれども、さらにその取り組みの範囲を広げてまい

りたいと思います。 

竜北地区の排水対策事業につきましては、先ほど行政報告で申し上げましたとお

り、方針が決定いたしました。県営湛水防除事業で取り組むことといたしておりま

して、平成２７年度事業採択に向けて、現在その事務を進めているところでありま

す。 

地籍調査事業につきましても、一筆地調査が終了いたしましたので、本年度は大

野地区の測量を実施いたします。今年度、来年度までで大体この地籍調査事業につ

きましては完了を見込んでおります。 

商工業振興策といたしましては、住宅リフォーム促進事業を継続して実施するこ

とといたしました。３年間の実績を踏まえまして、まだまだ需要もございますし、
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今後も続けてまいりたいと思っております。 

ネット通販販路拡大事業、地域資源活用等特産品開発販路拡大事業、商工会育成

事業につきましては、これまでどおり補助金を交付し、それぞれ商工会を中心に活

動を展開していただきたいと考えております。 

町単独のプレミアム付き商品券の発行につきましても、今年度も実施いたします

が、地方創生地方喚起型交付金を活用いたしまして、補助率と事業費を拡大いたし

まして実施したいと考えております。町内における購買力の向上に大きく寄与する

ものと期待を寄せているところであります。 

企業誘致活動につきましては、県企業立地課と連携を図りながら、その実現に向

けて積極的に進めてまいります。昨年も議員の皆さま方とともに、ある企業を訪問

いたしました。前向きなご返事をいただいたところでありますけれども、その実現

に向けてしっかりとこれからも進めてまいりたいと思っております。 

立神峡公園、まちつくり酒屋、竜北公園等につきましては、氷川ツーリズム事業

の一つの資源として位置づけをいたしております。しっかりと相互に連携を図りな

がら、その活用を図りたいと思っております。特に拠点の施設でありますウォーキ

ングセンターにつきまして、かなり外壁が傷んでおりますので、外壁塗装及び防鳥

ネットの敷設等を計画したいと思っております。 

氷川まつり、梨マラソン大会、ヘラブナ釣り大会、ウォーキング大会など、各種

イベントにつきましても参加者を増やす工夫をしつつ実施し、地域経済の活性化の

一助になればと考えているところであります。 

２点目に、安心して暮らせる福祉のまちづくりであります。生活の安定は健康づ

くりという視点に立ち、疾病の早期発展・早期治療を更に促進してまいります。町

民の皆さま方の健康増進、医療費の抑制を図るとともに、保健予防検診事業を更に

強化推進することといたしておりまして、今年も保健師を１名増員し、６名体制で

事業を進めてまいりたいと思っております。 

４０歳、５０歳、６０歳を対象といたしました人間ドック受診の費用、また４０

歳から６０歳までの５歳刻みの女性の方を対象にしました乳がん検診等々、さまざ

まな検診の補助につきましても、これまでどおり実施してまいりたいと思っており

ます。 

特に、特定健診事業につきましては、なかなか受診率が上がってまいりません。

これからもしっかりと町民の皆さま方に啓発をし、自分の健康は自分で守るんだと

いう、そういった意識をしっかりと持っていただけるような取り組みを進めてまい

りたいと考えております。 

少子化及び定住促進対策として実施いたしております医療費の中学校３年生まで
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の無料化等につきましても、継続して実施いたします。 

また新たに、次代を担う子どもの誕生を祝福し、すこやかな成長を願うととも

に、少子化対策として「すこやか赤ちゃん出産祝金支給事業」を創設することとい

たしました。これは少子化への歯止め、また子ども・子育て支援という意味で、新

しく出生されました子どもさんへの祝い金を支給することといたしております。 

インフルエンザの予防接種につきましても、６０歳以上の皆さま方、また１歳か

ら１５歳までの皆さま方を対象に助成を継続して実施してまいります。 

高齢者及び障害者福祉対策といたしましては、いきいきサロン事業、食の自立支

援事業、高齢者及び障害者住宅改造事業を更に進めてまいります。特に、いきいき

サロン事業につきましては、現在３１地区で取り組みが行われております。残すと

ころ、あと８地区でございまして、８地区での取り組みが始まりますと、３９地区

すべての地区でこのサロン事業が進むことになります。これは、まさに高齢者の皆

さま方がその地域でいきいきと生活をしていただくための一つの事業でございます

が、冒頭申し上げました認知症対策、あるいは地域を地域で支える対策の一つの起

点になればなと思っているところでありまして、ぜひ全地区でこの事業を進めてい

ただきたいと願っているところであります。 

氷川町国民健康保険財政健全化計画に基づきまして、国民健康保険事業の円滑な

運営に努めてまいります。 

氷川町社会福祉協議会の地域福祉計画及び組織改革計画が策定されました。その

計画を踏まえました氷川町社会福祉協議会のさらなる改革と、行政、民間施設、医

療機関との連携を図り、地域で支える医療・介護・福祉の環境づくりを進めてまい

りたいと考えております。 

３点目に、人を育む教育の振興でございます。児童生徒の安全な教育施設の整備

ということで整備を進めてまいりました。校舎につきましては、平成２６年度でだ

いたい終了したところでありますが、残り平成２７年度におきまして、氷川中学校

の体育館、武道場の天井の改修、竜北中学校の武道館と集会所の天井の改修工事、

並びに氷川中学校のプールの改築工事を実施したいと思っております。 

新しい取り組みといたしまして、町内の小中学校にＩＣＴ機器、電子黒板、タブ

レットを導入してまいりたいと思っております。一気に導入をしますと現場での混

乱が考えられますので、３年間を一つの区切りといたしまして、３年計画で導入を

進めてまいりたいと思っております。このことが、魅力ある学校づくりと学力の向

上につながっていくものと期待しているところであります。 

また、新たな取り組みといたしまして、県費の教職員を指導主事として本町に配

置をしていただきます。町内の教職員の授業力の向上及び学級経営、生徒指導等へ
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の指導助言を行っていただきますとともに、本町の教育の特色でありますコミュニ

ティ・スクールの取り組みにも大いに参画をしていただきたいと考えているところ

であります。 

これまでどおり、全小中学校における要支援児童生徒への教育支援を行います要

支援児童生徒教育支援事業、地域ぐるみで学校運営を支援します学校支援地域本部

事業も継続して取り組んでまいります。昨年、要支援児童支援員につきましては、

１０名体制に増やしました。今年度もその体制を維持してまいりたいと考えている

ところであります。 

学校給食につきましても、大変重要な位置を占めております。このことにつきま

しては、以前から共同調理場化が行政改革の中で議論をされておりました。今後、

どうしていくかという、いよいよその決断の時期に来ているのかなと思っておりま

すが、今、学校給食につきましては、食育あるいはアレルギーへの対応等々を考え

ますと、一本化がいいのか、それぞれ自校方式がいいのか、それぞれのまだ検討の

余地があるのかなと思っております。 

また、学校施設の補修、それから教材等の購入につきましては、学校現場の意

見、要望等をしっかりと受け止めて、必要な備品等の整備を図ってまいりたいと思

っております。 

幼児期における質の高い保育教育を支援するために策定いたしました、子ども・

子育て支援事業計画、新次世代育成支援対策行動計画、先ほど申し上げましたとお

り、３月中には答申があると思っております。その答申を受け、正式に計画として

策定を行います。その計画に基づきます事業を実行し、すべての子どもと子育てが

家庭とともに安全で安心な健康で暮らせる教育の町というのを目指してまいりたい

と思っております。 

八火図書館が新築されました。本施設を中核といたしまして、学校図書館との連

携を図りながら、積極的に図書活動を実施するとともに、光永八火先生を顕彰して

まいりたいと思っております。 

なお、現在の八火図書館につきましては、老朽化が進んでおりますので解体し、

駐車場として整備をしてまいりたいと思っております。 

国指定史跡であります野津古墳群並びに大野窟古墳の保存と管理が、これまで大

きな課題でございました。その活用を図るために、研究協議を行う保存管理計画を

策定するための委員会を立ち上げる予定といたしております。 

氷川町体育協会並びに総合型地域スポーツクラブ「ひかわスポーツクラブ」との

組織の強化を図るともとに、会員の拡大を目指す、また相互に連携を図りながら、

社会体育と文化の振興に向けた支援を行ってまいりたいと思っております。特に、
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ひかわスポーツクラブにおきましては、学校クラブへの支援等も視野に入れて、今

後活動を行っていただければなと期待をしているところであります。 

４点目は、安全で快適な生活環境のまちづくりを進めてまいります。 

地球環境への負荷軽減による自然と共生するまちづくりを目指し、これまで行っ

ております太陽光発電施設等の助成費用、あるいは住宅用新エネルギー等導入促進

事業を継続して進めてまいります。併せまして、電気式生ごみ処理機購入助成につ

きましても継続することといたしております。特に、ごみの減量化につきまして

は、町民の皆さま方の意識の醸成と具体的な啓発活動を実施するように、担当課の

ほうに指示したところでありまして、それぞれ町民の皆さま方お一人一人がごみの

減量化に向けた取り組みにあたっていただきたいなという願いがあるところであり

ます。 

新たに、海洋環境保全に資するために、海洋海岸漂着物及び漂流海底ごみの回収

事業を実施いたします。これは県の事業を導入いたしまして一緒にやるわけでござ

いますが、漁業協同組合の皆さま方にその事業を委託していきたいと考えておりま

す。 

それから、皆さま方の一番の懸念材料でありますクリーンセンターの動向でござ

います。八代市が新たに建設いたします環境センター、いよいよその環境センター

の機種が選定されるという時期になってまいりました。残念ながら、今の八代市の

計画の中には、氷川町のごみを処理する計画は入っておりません。そういった中

で、今後、広域的なごみ処理をどうするのかという、まさにぎりぎりの議論がこれ

から始まるのかなと思っておりますし、ごみの処理につきましては、一刻たりとも

欠かすことができないものでございます。しっかりと本腰を入れて、確信の議論を

行ってまいりたいと思っておりまして、今後とも本町、八代市、八代生活環境事務

組合、三者による協議を更に深めてまいりたいと考えております。 

防災・防犯対策といたしましては、氷川町地域防災計画、１０年前合併時に策定

いたしましたけれども、１０年経過いたしましたので、全面改訂を目指して今年度

取り組みたいと思っております。また、新たに整備いたしました防災備蓄倉庫にお

ける災害対応用の資機材及び食料等の備蓄につきましては、計画的にその量を増や

してまいりたいと考えております。 

八代広域行政事務組合消防分署建設基本計画に基づきまして、鏡消防署氷川分署

の建設計画がございます。いよいよ平成２７年度から、それに着手することとなっ

ております。平成２７年度は、用地の取得と造成工事を氷川町のほうで行うことと

いたしております。あと、平成２８年度に実施計画、平成２９年度に建設というこ

とでございまして、平成３０年４月からの供用開始を目指しているところでありま
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す。 

消防団及び自主防災組織を核といたしました地域防災体制の充実を図ってまいり

たいと思っております。それぞれ地域には自主防災組織がございますが、これまで

の訓練のみから、実際に有事の際にどういった対応を取るのか、そういった具体的

な対応のマニュアル等につきましても、できれば各地区ごとに策定できればなと思

っておりまして、消防団、それから自主防災組織との連携を更に図ってまいりたい

と思います。 

下水道事業につきましても、計画どおり進捗いたしております。竜北地区の下水

道の整備、今９２％ぐらいだろうと思っております。いわゆる受益面積の進捗状況

といたしましては、あと１、２年かかる話でございますが、併せまして、宮原処理

区の広域化、以前からお話をしておりましたけれども、いよいよその具現化に向け

た協議が始まっていくのかなと思っております。 

集落内の道路、河川、排水路につきましては、これまでどおり氷川町道路整備基

本計画と併せまして、地区からの要望、その整合性を図りながら、順次、優先順位

を付けて進めてまいります。 

併せまして、町が管理いたしております既存の橋梁につきましても、橋梁の長寿

命化改善計画に基づきまして、優先順位を付けて改良工事を進めてまいりたいと思

っております。 

また、公営住宅の長寿命化計画に基づきまして、今現在、老朽化した町営住宅の

改修工事を行っております。来年度も桜ヶ丘町営住宅の部分の３棟を改修する予定

といたしております。 

定住促進施策の一環として、空き家、空き店舗及び遊休農地等の情報発信を行

い、町内はもとより、町外、県外から移住者の受け入れを行う移住・定住促進事業

を充実して取り組んでまいります。平成２６年度である程度の情報収集を行いまし

たが、まだ十分ではございません。平成２７年度もしっかりと情報発信をし、町内

・町外から大いに氷川町に移住を促すような取り組みを積極的に進めてまいりたい

と思います。 

宇城・氷川スマートインターチェンジ事業につきましては、先ほど申し上げまし

たとおり、全面供用開始が遅れております。氷川町のアクセス道路の早期完成を目

指しまして、全力を傾注して事業を進めてまいりたいと思っております。 

最期に、住民自治を支える行政運営の推進であります。行政運営には、必要性、

計画性、実行性、継続性、創造性が必要と思っております。それぞれ氷川町総合振

興計画あるいは後期５年の計画、あるいは地区別計画、それぞれの計画を基本に行

政運営を進めてまいりたいと思っております。 



 

－ 24 －

平成２６年度から町行政のすべての事務事業の評価を行っております。本年度、

いわゆる平成２７年度で取りまとめを行いまして、その取りまとめに基づきまし

て、効率的な行政運営と適正な人事管理を行ってまいりたいと思っております。 

住民主役のまちづくりを進めていくうえでは、住民の皆さま方との対話と協調が

不可欠でございます。これからも住民の皆さま方の声にしっかりと耳を傾け、皆さ

ま方とともに氷川町を盛り上げていきたいと考えております。 

堅実な行財政運営を行うための行財政改革も進めてまいります。この１０年間の

改革の検証をするとともに、必要な見直しを行いたいと思っております。改めると

ころは改め、また新たに追加するところは追加し、削除するところは削除するとい

うことで整理を行いたいと思っております。 

また、公共施設の今後の管理につきましてが、大きな懸念材料でございます。相

当の経費がかかっていくのかなと思っておりまして、そういったものはやはり長期

のプランを立てなくてはなりません。そのために、公共施設の管理計画、併せまし

て冒頭申し上げました氷川町の人口ビジョンを策定してまいりたいと思っておりま

す。そして、その原動力であります役場機構の改革と職員の能力開発にも尽力をし

てまいります。 

大空町との友好関係、これからも大事にしていきたいと思っております。これま

での交流を大事にしますとともに、これからはやはりそれぞれの大空町、氷川町が

今後発展するような交流のあり方というものを模索してまいりたいと思っておりま

す。そして、その絆を更に深めてまいりたいと思っているところであります。 

以上、５つのまちづくり戦略を平成２７年度の基本方針といたしまして、これま

で同様に職員の皆さま方とともに、全身全霊を傾注して町政運営にあたってまいり

ます。どうぞ議員の皆さま方につきましても、さらなるご支援とご協力をお願い申

し上げます。 

それでは、本定例会に提案をいたしております議案につきまして、説明を申し上

げさせていただきたいと思います。本定例会に提案をいたしておりますのは、条例

の制定及び一部改正その他２０件、平成２６年度一般会計及び特別会計補正予算５

件、平成２７年度一般会計及び特別会計予算６件でございます。 

議案第１号は、行政不服審査法及び行政手続法の改正に伴い、氷川町行政手続条

例の一部を改正するものでございます。 

議案第２号は、地方公務員法の改正に伴い、氷川町職員の配偶者同行休業に関す

る条例を制定するものでございます。 

議案第３号は、熊本県費教職員の氷川町教育委員会への配属に伴い、給与の差額

調整が必要となるため、氷川町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
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ものであります。 

議案第４号は、八代市と締結する定住自立圏の形成に関する協定に必要があるた

め、地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決をすべき事件を定める条例

の一部を改正するものであります。 

議案第５号は、基金により処理することができる定着物件の取得及び関連する補

償費を明確にする必要があるため、氷川町土地開発基金条例の一部を改正するもの

であります。 

議案第６号は、八火図書館建設により条例の目的が達成されましたので、氷川町

図書館建設基金条例を廃止するものであります。 

議案第７号は、氷川町すこやか赤ちゃん出産祝金支給条例の制定でありまして、

次代を担う子の誕生を祝福し、すこやかな成長を願うとともに、子育てを支援する

ために新たに条例を制定するものであります。 

議案第８号は、氷川町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の施行に伴い、重複する氷川町保育の実施に関する条例を廃止す

るものであります。 

議案第９号は、氷川町桜ヶ丘墓地公苑における管理と責務を明確にするため、氷

川町墓地条例の一部を改正するものでございます。 

議案第１０号は、介護保険法の一部改正に伴い、地域包括支援センターの職員等

に関する基準を定めるため、氷川町地域包括支援センターの職員等に関する基準を

定める条例を新たに制定するものであります。 

議案第１１号は、第６期介護保険事業計画に基づく保険料の改定と介護保険法及

び介護保険法施行令の一部改正に伴い、氷川町介護保険条例の一部を改正するもの

であります。 

議案第１２号は、介護保険法の一部改正に伴い、指定介護予防支援等の人員並び

に運営及び指定介護予防等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定めるため、新たに条例を制定するものであります。 

議案第１３号並びに議案第１４号は、厚生労働省が定める基準の一部改正に伴

い、名称の読み替えほか、所要の改正が必要であるため、それぞれの条例の一部を

改正するものであります。 

議案第１５号は、下水道法施行令の一部改正に伴い、氷川町下水道条例の一部を

改正するものであります。 

議案第１６号は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴い、関係条例の整理をするために新たに条例を制定するものでありま

す。 
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議案第１７号は、新教育委員会制度における教育長の職務に専念する義務を免除

する規定を定めるため、新たに条例を制定するものであります。 

議案第１８号は、氷川町八火図書館の新築による移転及び業務内容の見直しに伴

い、氷川町八火図書館条例の一部を改正するものであります。 

議案第１９号から議案第２３号までは、平成２６年度一般会計及び特別会計の補

正予算でありまして、一般会計及び特別会計ともに、それぞれ過不足が生じており

ますので、補正をお願いするものでございます。なお、一般会計補正予算における

国庫支出金の増額は、地方創生法に基づく国の補正予算に伴う地域住民生活等緊急

支援のための交付金事業に充てるものでありまして、３月で補正を行った後、繰り

越しをし、新年度で執行するものでございます。 

議案第２４号は、平成２７年度氷川町一般会計予算でありまして、歳入歳出予算

の総額それぞれ６２億２,５１９万４,０００円とするものであります。 

歳入面では、固定資産税、町たばこ税の伸びが見込めるため、町税が前年度より

約１,１９６万円の増額、地方消費税交付金を１,１００万円の増額、地方交付税は

前年度並みといたしました。国庫支出金は５,５７４万円の減額を見込み、県支出

金は約７,１１４万円の増額を見込み、町債は前年度より１億５,１５１万円の減額

といたしました。目的事業の補てんといたしまして、財政調整基金からの繰り入れ

は前年度より約２,０００万円を増額したところであります。 

歳出では、衛生費で前年度より１億１３６万円の増加でありまして、国民健康保

険特別会計への繰出金の伸び、また八代生活環境事務組合最終処分場曳家工事に伴

う負担金の増額によるものであります。農林水産業費で、前年度よ１億１,８２８

万円の増額を行いました。農業基盤整備事業並びに多面的機能支払交付金の増額に

よるものであります。その他、前年度に比べて議会費で９４８万円、総務費で４,

８５２万円、公債費も７,２１７万円の増額といたしております。一方、それぞれ

前年度に比べまして、民生費で１,６６７万円、商工費で１,４８２万円、土木費で

４,４６２万円、消防費で５,８２４万円、教育費で２億６,２８２万円の減額と

し、総額では対前年度比０.７５％の減としたところであります。 

議案第２５号は、平成２７年度氷川町国民健康保険特別会計予算であります。歳

入歳出総額それぞれ２４億８５９万７,０００円とするものでございます。 

議案第２６号は、平成２７年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算であります。

歳入歳出総額それぞれ１億５,２６８万円とするものでございます。 

議案第２７号は、平成２７年度氷川町介護保険特別会計予算でありまして、歳入

歳出総額それぞれ１４億１,７４２万円とするものであります。 

議案第２８号は、平成２７年度氷川町下水道事業特別会計予算であります。歳入
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歳出総額それぞれ６億６,６２１万６,０００円とするものでございます。 

議案第２９号は、平成２７年度氷川町宅地開発施業特別会計予算でありまして、

歳入歳出総額それぞれ９２６万６,０００円とするものであります。 

同意第１号は、教育制度改革に伴う新教育長に現太田篤洋教育長を任命したいの

で、同意を求めるものでございます。 

同意第２号は、黒田令三郎教育委員から、一身上の都合により本年３月３１日付

けをもって教育委員を辞職したい旨の届出がございました。委員の辞職につきまし

ては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１０条の規定、また委員は当該

地方公共団体の長及び教育委員会の同意を得て辞職することができるとなっており

ます。氷川町教育委員会並びに氷川町及び八代市中学校組合教育委員会では、本年

２月１８日付けで辞職同意の決定がなされました。その決定を受けまして、私も同

氏の本年３月３１日付けでの辞職に同意をしたところでございまして、従いまして

その後任の教育委員の選任について同意を求めるものでございます。 

以上、施政方針並びに提案理由の説明を申し上げましたが、具体的な内容につき

ましては担当課長に説明をさせますので、よろしくご審議をいただき、円満なるご

決定をいただきますようお願い申し上げまして、施政方針並びに提案理由の説明と

させていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（永田義昭君） ここで休憩します。１０分間休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時１４分 

再開 午前１１時２４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これから、議案第１号から順次、詳細説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（陳野信次君） それでは、まず私のほうから議案第１号から第３号までを

ご説明させていただきます。 

まず、議案第１号でございます。氷川町行政手続条例の一部を改正する条例を別

紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求

めるものでございます。 

国民の権利利益の保護の充実のための手続きを整備します事後救済手続きを定め

る行政不服審査法が改正されまして、それに合わせて平成２７年４月１日施行の行

政手続法の一部改正により、許認可等の権限根拠の明示、行政指導の中止等の求

め、是正のための処分等の求めなどを法律により条例の一部を改正する必要がある

ためでございます。 
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新旧対照表でご説明いたします。新旧対照表の２ページでございますが、第３３

条で第２項を新たに追加するものでございますが、この項が許認可等の権限根拠の

明示でありまして、町の機関が許認可等をする権限、または許認可等に基づく処分

をする権限の行使し得る旨を示すときに、その相手方に対しまして、その根拠を示

さなければならないとする規定でございます。 

次に３ページでございますが、第３５条を新たに追加するものです。この条が行

政指導の中止等の求めでありまして、法律または条例の制定に適合しない行政指導

を受けたと思う場合に、行政に再考を求めることができるとする規定でございま

す。 

次に４ページでございます。第３６条を新たに追加するものでございまして、こ

の条が是正のための処分等の求めでありまして、法令違反の事実がある場合にその

行政機関に対して適正な権限行使を促すことができるとする規定でございます。 

附則で、この条例は平成２７年４月１日から施行するものです。 

附則２で、氷川町税条例の一部を改正するものでございますが、第３３条に１項

を追加することによりまして条ずれが生じますので、それぞれ改正後の条項に合わ

せるために改正するものでございます。 

次に、議案第２号をご説明いたします。氷川町職員の配偶者同行休業に関する条

例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議

決を求めるものでございます。 

地方公務員法の一部改正により、配偶者同行休業制度が創設されたことに鑑み、

本町職員の同制度の取り扱いに関して必要な事項を定めるために、新たに条例を制

定するものでございます。 

この制度は、職員が外国で勤務等をする配偶者と生活を共にすることを可能とす

る休業制度でありまして、３年を限度とし、休業期間中は職を保有いたしますが職

務には従事せず、給与を支給しないとするものでございます。 

附則１で、この条例は公布の日から施行するものです。 

附則２から４で、本条例制定に伴います氷川町職員の育児休業等に関する条例、

氷川町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例、及び氷川町技能労務職員の給

与の種類及び基準を定める条例の一部を改正するものでございます。 

次に、議案第３号をご説明いたします。氷川町一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の

規定により議会の議決を求めるものでございます。 

県費教職員を氷川町教育委員会に配属するため、県教職員の給与条例と町一般職

員の給与条例とによる差額の調整が必要なために、条例の一部を改正するものでご
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ざいます。 

附則で、この条例は平成２７年４月１日から施行するものでございます。 

以上でございます。 

○議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） それでは、議案第４号につきましてご説明いたしま

す。 

地方自治法第９６条第２項の規定による議会の議決すべき事件を定める条例の一

部を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定

により議会の議決を求めるものでございます。 

国の施策であります定住自立圏構想に基づき、人口５万以上など、条件を満たす

中心市八代市と周辺市町村氷川町が１対１で連携する取り組みを定住自立圏形成協

定に盛り込み締結するためには、定住自立圏構想要綱（平成２０年総行応第３９

号）第５号の規定によりまして、関係市町村の議決を得る必要があるため、今回、

第５号で定住自立圏形成協定の締結、変更及び廃止を追加し、条例の一部を改正す

るものでございます。 

続きまして、第５号でございます。議案第５号、氷川町土地開発基金条例の一部

を改正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定に

より議会の議決を求めるものでございます。 

現行条例では、土地購入のみが適用されていますので、処理することができる対

象の範囲を明確にするため、公共用地等の定着物件の取得及び取得に関連する補償

費の支払いについて、立木補償等も支払いができるよう今回条例の一部を改正する

ものでございます。 

続きまして、議案第６号でございます。氷川町図書館建設基金条例を廃止する条

例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議

決を求めるものでございます。 

この基金条例を制定しました目的は、八火図書館建設に伴う建設費の一部を基金

に積み立てし、建設費用に充てるため基金を積み立てするのが条例の制定目的であ

りました。今年度、基金を取り崩し、八火図書館建設費用へ使用いたしまして、目

的が達成されましたので、基金条例を廃止するものでございます。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） 町民環境課から、第７号、第８号、第９号をご説明申

し上げます。 

まず、議案第７号でございますけれども、氷川町すこやか赤ちゃん出産祝金支給

条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の
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議決を求めるところでございます。 

提案理由といたしましては、次代を担う子の誕生を祝福し、すこやかな成長を願

うとともに、子育てを支援し、少子高齢化社会に対応する活力ある社会を築き、併

せて住民生活の安定に資するために、この条例を新たに制定するところでございま

す。 

なお、この条例につきましては、平成２７年４月１日から施行するものでござい

ます。 

続きまして、議案第８号につきましてご説明申し上げます。氷川町保育の実施に

関する条例を廃止する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求めるところでございます。 

提案理由といたしましては、前回９月議会で議決いただきました氷川町特定教育

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例が９月１２日に

公布し、４月１日施行ということになりまして、新たな子ども・子育て新支援制度

に伴う保育の実施基準というのが実施するにあたって、内容が重複するために廃止

するところでございます。以上が第８号でございます。 

続きまして、議案第９号でございますけれども、氷川町墓地条例の一部を改正す

る条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会

の議決を求めるところでございます。 

提案理由といたしましては、氷川町桜ヶ丘墓地公苑の管理区分とその責務、免責

等を踏まえた責務でございますけれども、その責務を明確にする必要があるため、

条例の一部を改正する必要があるため、提案させていただいております。 

内容的には次のページになりますけれども、この条例の第１６条から第１７条の

間に、禁止行為として第１８条、損害賠償として第１９条、町の免責で第２０条と

いう、その３条を中に入れ込むという形になります。 

また、第７条の次に利用区画及び墳墓等の管理ということで、利用区画と共用部

分の管理者所在の明確化を図って、第１条を追加するものでございまして、この条

例は公布の日から施行するということでございます。以上が第９号の説明でござい

ます。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第１０号から議案第１４号までをご説明申し上げ

ます。 

議案第１０号、氷川町地域包括支援センターの職員等に関する基準を定める条例

を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決

を求めるものでございます。 
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地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行による介護保険法の一部改正等に伴い、地域包括支援センター

の職員等に関する基準を定める必要があるため、新たに制定するものでございま

す。 

基準につきましては、省令により、保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員な

ど、センターに置くべき職員の数を定めております。 

続きまして、議案第１１号、氷川町介護保険条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行による第６期氷川町介護保険事業計画に基づく、第１号被保険

者保険料の改定と低所得者の保険料軽減の仕組みを設け、また介護保険法及び同法

施行令の一部改正により、条例の一部を改正するものです。 

第１号被保険者保険料につきましては、所得段階を国が示した９段階として、月

額５,５００円を基準としております。 

附則に４項加えていますのは、それぞれの事業に取り組むまでの猶予期間を設け

て、事業に係る準備期間としているところでございます。 

続きまして、議案第１２号、氷川町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並

びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定によ

り議会の議決を求めるものでございます。 

地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備

に関する法律の施行による介護保険法の一部改正等により、指定介護予防支援等の

事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める必要があるため、新たに制定するものでございま

す。 

厚生労働省令の基準に沿って、事業者である地域包括支援センターが行う指定介

護予防支援事業について、その基準を定めております。 

続きまして、議案第１３号、氷川町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。 

厚生労働省が定める基準の一部改正により、介護認定区分が要介護の方への地域

密着型介護サービスについて、名称の読み替えほか、所要の改正をする必要がある
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ため、条例の一部改正をするものでございます。 

続きまして、議案第１４号、氷川町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を別紙のとお

り制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるもの

でございます。 

先ほど、議案第１３号のところで申し上げました厚生労働省が定める基準という

のが大元でございますが、その基準の改正により、介護認定区分が要支援の方への

地域密着型介護サービスにつきまして、名称の読み替えほか、所要の改正をする必

要があるため、条例の一部を改正するものです。 

○議長（永田義昭君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） 議案第１５号、氷川町下水道条例の一部を改正する

条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

提案理由としましては、下水道法施行令の一部を改正する政令（平成２６年政令

第３６４号）の施行に伴い、条例の一部を改正する必要があるため提案するもので

す。 

次のページをご覧ください。氷川町下水道条例の第１０条第１項第１号中の排出

水質基準の強化に伴うもので、改正の内容については、水質汚濁防止法第２条第６

項に規定する特定事業場から排出される排出水のカドミウム及びその化合物の排出

基準が０.１ミリグラムリットルから０.０３ミリグラムリットルに強化されていま

す。 

以上で、議案第１５号、氷川町下水道条例の一部を改正する条例について説明を

終わります。 

○議長（永田義昭君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（稲田和也君） 議案第１６号と議案第１７号について説明します。 

議案第１６号、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものです。 

この条例の内容としまして、第１条が今回の法律改正により新教育長が一般職か

ら特別職に変更になることに伴い、現行の氷川町教育長の給与、勤務時間、その他

勤務条件に関する条例を廃止するものです。 

第２条に、氷川町公告式条例の一部の改正でありまして、新旧対照表のとおり、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、第１４条２項から法律第１５条
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２項に変更するものです。 

第３条は、氷川町特別職報酬等審議会条例の一部改正でありまして、特別職の教

育長の給与も審議の対象にするものです。 

第４条は、氷川町長等の給与及び旅費に関する条例の一部改正でありまして、特

別職の教育長の給与、旅費額を追加するものです。 

第５条は、氷川町報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正で、教育委員長職の

廃止に伴うものです。 

次に、議案第１７号についてご説明します。氷川町教育長の職務に専念する義務

の特例に関する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規

定により議会の議決を求めるものです。 

この条例は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の

施行に伴い、教育長の職務に専念する義務の特例に関し必要な事項を定めるもので

す。 

附則で、この条例は平成２７年４月１日から施行するものです。 

○議長（永田義昭君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（沖村眞一君） それでは、議案第１８号、氷川町八火図書館条例の一

部を改正する条例についてご説明申し上げます。氷川町八火図書館条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり制定するため、地方自治法第９６条第１項の規定により

議会の議決を求めるものでございます。 

提案理由に記しておりますとおり、氷川町八火図書館の新築による移転及び見直

しに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

概要といたしましては、八火図書館の新築移転に伴う所在地の変更、また図書館

法におきましては、図書館協議会の委員の任命の基準につきましては条例で定める

こととなっておりますが、本町では規則での定めとなっておりますので、新たに条

例に定めるものでございます。 

また、現八火図書館の研修室の廃止に伴い、研修室の利用に係る関係条例等を削

除する改正でございます。 

附則といたしまして、４月１日からの施行となります。 

以上で、議案第１８号の説明を終わります。 

○議長（永田義昭君） ここで休憩します。１時から再開したいと思います。よろしく

お願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４８分 

再開 午後 ０時５８分 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

日程に入る前に、健康福祉課長から議案第１３号の説明について、一部を訂正し

たい旨の申し出がありますので、これを許します。健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案書の提案理由に間違いがありましたので、訂正方

お願いをいたします。 

提案理由の３行目になりますが、厚生労働省令「第３６号」とあるのを、厚生労

働省令の「第３４号」に訂正方お願いをいたします。 

それから、１行目のところで「介護予防」という言葉と、１行目から２行目にな

りますけれども「並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための

効果的な支援の方法」までを削除願います。 

申し訳ございません。よろしくお願いします。 

○議長（永田義昭君） それでは、議案第１９号から順次説明をお願いいたします。企

画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） それでは、議案第１９号、平成２６年度氷川町一般会

計補正予算（第５号）につきまして説明いたします。 

平成２６年度氷川町一般会計補正予算を別紙のとおり定めるため、地方自治法第

９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

予算書を開けていただきまして、２枚めくっていただきます。１ページでござい

ます。 

第１条、歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ１億６,０９８万１,０００円を減額

し、歳入歳出予算の現額を歳入歳出それぞれ６５億７,５１２万８,０００円とする

補正予算でございます。 

補正の主なものといたしましては、まち・ひと・しごと創生事業に関する地域活

性化地域住民生活等緊急支援交付金で、地域消費喚起・生活支援型と、地方創生先

行型とかあります。消費喚起型といたしまして２,９４３万２,０００円、地方創生

先行型としまして３,２０５万２,０００円が当町への概算交付額でございます。 

歳出の事業費では、交付金より上回った額を計上いたしています。また、国の平

成２６年度の補正に伴う事業でございますので、平成２６年度から平成２７年度へ

繰り越すものでございます。 

繰越明許費及び歳出の補正で説明をいたしたいと思います。ほかには減額補正が

主なもので、増減額の大きな項目、新規の事業等を中心に説明したいと思います。

省略する項目がありますのでご了承願います。 

まず、繰越明許費からご説明いたします。６ページをご覧ください。国の今年度



 

－ 35 －

補正予算の地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金、消費喚起・生活支援型、地

方創生先行型の事業を今回補正しまして、取り組みいたしたいと思っております。 

１０款、総務費、５項、総務管理費で、地区活性化総合交付金、自主防災組織運

営交付金でございますが、事業の２８７万５,０００円及び氷川町人口ビジョン策

定業務事業の６００万円、住民主役のまちづくり補助金事業の６５０万円、２５

款、農林水産業費、５項、農業費で、農業収入安定化事業の１,６００万円、３０

款、５項、商工費のプレミアム付き商品券販売補助金事業の２,９５０万円につき

ましては、消費喚起型で取り組むものでございます。 

氷川まつり補助金事業７５０万円、４０款、５項、消防費の防災備蓄用品整備事

業の５１０万円、４５款、５項、教育費で、ＩＣＴ支援業務事業の２０４万８,０

００円、１０項で小学校ＩＣＴ機器整備事業の６９９万円、１５項で中学校ＩＣＴ

機器整備事業の２２８万１,０００円につきましては、地域活性化地域住民生活等

緊急支援交付金の対象事業で、国の補正予算等により事業執行期間がないため繰り

越すものでございます。 

２０款、衛生費、５項の保健衛生費の働く世代の女性支援のためのがん検診未受

診者対応緊急支援事業の１２２万２,０００円、２５款、農林水産業費、５項の経

営体育成支援事業につきましては、補助事業に伴うもので繰り越すものでございま

す。 

３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費の町道吉本本山線道路改良事業の２億

６,６１６万７,０００円につきましては、１２月の補正予算時に年度内完了が見込

めないことを申し上げました。今回繰り越す理由といたしましては、事業用地の買

収が難航し、不測の期間を要したことで契約締結が遅れたこと、工事施工が起終点

側からしかできないため、大型機械の搬入、大型ダンプでの廃土運搬が一つの工事

終了でなければ工事発注ができないという工程のため、また地山の土質が軟弱で、

雨が降れば１週間ぐらい施工できなく、法面路床等の施工法の検討を行い、工法等

を変更等により遅れたもので次年度へ繰り越すものでございます。 

午前中、町長より行政報告の中で報告されましたが、早く完成するように試行錯

誤しながら頑張って進めているところでございます。今後の天候、雨季シーズンの

状況によりまして遅れることも予想されます。いつ完成するとは言い切れません

が、なるだけ早く完了するよう努力してまいりたいと思いますので、何卒ご理解い

ただきますようお願いいたします。 

なお、国道３号から県道小川八代線の区間については、今年３月末には開通する

よう国交省と県警察から協議しまして指示がございましたので、供用開始いたした

いと思っております。 
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続きまして、橋梁改築事業の６００万円、１５項の河川費で、準用河川「御講田

川」河川改修事業の１,４１３万５,０００円、高塚地区水路改修事業の５１１万

２,０００円につきましては、河川の工事でありますので、梅雨時期の前に完成す

るよう繰り越すものでございます。 

４０款、５項、消防費で、八代広域行政事務組合消防本部負担金、消防救急無線

デジタル化等でございますが、この事業の６,４１３万円につきましては、平成２

６年、平成２７年の２カ年の事業で繰り越すものでございます。 

次に、７ページ、地方債の補正をご覧ください。説明を省略させていただきま

す。 

歳入予算の主なものを説明いたします。１０ページをご覧ください。 

５款、町税、２０項、５目の町たばこ税１,０００万円の増額補正でございま

す。 

１２ページをご覧ください。３０款、５項、５目の地方消費税交付金１,０００

万円の増額補正でございます。 

１６ページをご覧ください。６５款、国庫支出金、５項、国庫負担金、５目、民

生費国庫負担金の６０４万円の減額につきましては、事業費の確定による補正でご

ざいます。 

１０項、国庫補助金、５目、総務費国庫補助金の６,３４８万４,０００円は、市

町村合併推進体制整備費補助金及び地域住民等緊急支援交付金、消費喚起型、地方

先行型国の補正の交付金でございます。 

１０目、民生費国庫補助金の２,２４７万９,０００円の減額につきましては、臨

時給付事業費補助金の確定によりまして補正するものでございます。 

１９ページをご覧ください。７０款、県支出金、１０項、県補助金、２０目、農

林水産業費補助金１,９３６万９,０００円の減額につきましては、経営体育成支援

事業補助金等事業の確定により補正するものでございます。 

２１ページをご覧ください。８５款、繰入金、１０項、基金繰入金、５目、５

節、財政調整基金繰入金１億３,０００万円の減額につきましては、基金の取り崩

しを予定していましたが、交付税やその他の歳入の増額があり、基金を取り崩す必

要がなくなったものでございます。 

次の２２ページをご覧ください。９０款、５項、３目、繰越金、５節、前年度繰

越金の２,２１６万５,０００円につきましては、前年度繰越金を補正するものでご

ざいます。 

２３ページをご覧ください。９９款、５項、町債、２０目、土木債、１５節、合

併特例債の１,５００万円の減額につきましては、道路新設改良事業費、吉本本山
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線も含みますが、事業の確定に伴うものでございます。 

２５目、消防費、１０節、合併特例債の２,６５０万円の減額につきましては、

消防緊急無線デジタル化等整備事業、八代広域行政事務組合の事業でございます

が、この事業費の確定に伴うものでございます。 

３０目、教育債、１０節、合併特例債の２,５００万円の減額につきましては、

竜北中学校校舎耐震補強・大規模改造事業費及び八火図書館建設事業費の確定によ

ります補正でございます。 

続きまして、歳出に移りたいと思います。２４ページをご覧ください。 

５款、５項、５目の議会費、９節、旅費の２１６万円の減額につきましては、実

績に伴う補正でございます。 

２５ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、５目、一般管

理費、２節、給料の９５０万円、３節、職員手当等５５７万１,０００円、４節、

共済費４００万円、１３節、委託料６３６万９,０００円の減額につきましては、

実績に伴い補正するものでございます。 

次の２６ページをご覧ください。１９節、負担金補助及び交付金の地区活性化総

合交付金につきましては、地域活性化地域住民生活等支援交付金事業、地方創生先

行型の対象事業としまして２８７万５,０００円を計上いたしております。 

２８ページをご覧ください。１３目、振興局費、１９節、負担金補助及び交付金

の６５０万円につきましては、住民主役のまちづくり補助金で、地域活性化地域住

民生活等緊急支援交付金事業、地方創生先行型の対象事業費として補正するもので

ございます。 

１５目、企画費、１３節の委託料、氷川町人口ビジョン策定業務委託料の６００

万円につきましても、地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金事業、地方創生先

行型で、総合戦略策定に伴う対象事業費として補正するものでございます。 

３０ページをご覧ください。７５目、竜北物産館運営基金費、２５節、積立金

は、竜北物産館運営基金へ２７７万１,０００円を積み立てるものでございます。 

３６ページをご覧ください。１５款、民生費、５項、社会福祉費、５目、社会福

祉総務費、１９節負担金補助及び交付金１,８７０万円の減額につきましては、臨

時福祉給付金の実績に伴いまして補正するものでございます。 

３７ページをご覧ください。１５目、障害者福祉費、２０節、扶助費９８０万円

につきましては、障害福祉サービス費等の事業費を補正するものでございます。 

３９ページをご覧ください。１０項、児童福祉費、１０目、児童措置費、２０

節、扶助費の６７２万円の減額につきましては、児童手当の支給実績によります補

正でございます。 
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次の４０ページをご覧ください。１５目、保育所費、１９節、負担金補助及び交

付金の５８７万６,０００円の減額につきましては、保育所運営費補助金、軽度障

害児保育事業費補助金等の事業実績によります補正でございます。 

４２ページをご覧ください、２０款、衛生費、５項、保健衛生費、５目、保健衛

生総務費、２８節、繰出金の２,４０２万９,００円につきましては、国民健康保険

の保険給付費が不足するため、特別会計への繰出金を補正するものでございます。 

続きまして、４７ページをご覧ください。２５款、農林水産業費、５項、農業

費、１０目、農業振興費、１９節、負担金補助及び交付金で、農業収入安定化事業

補助金１,６００万円につきましては、地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金

事業、地方創生先行型の対象事業費として計上いたしております。 

青年就農給付金事業費補助金の１,２００万円につきましては、補助対象事業の

追加計上するものです。 

経営体育成支援事業費補助金の２,２００万円の減額につきましては、実際に行

った実績に伴う補正でございます。 

次の５０ページをご覧ください。３０款、５項、商工費、１０目、商工業振興

費、１９節、負担金補助及び交付金のプレミアム付き商品券販売事業補助金２,９

５０万円につきましては、地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金事業、消費喚

起型の対象事業として補正するものでございます。 

５１ページをご覧ください。１５目、観光費、１９節、負担金補助及び交付金の

氷川まつり補助金７５０万円につきましては、地域活性化地域住民生活等緊急支援

交付金、地域創生先行型の対象事業として補正するものでございます。 

５３ページをご覧ください。３５款、土木費、１０項、道路橋りょう費、１５

目、道路新設改良費の９１３万４,０００円の減額につきましては、１３節、委託

料と１５節、工事請負費の入札に伴う執行残により補正するものでございます。 

５５ページをご覧ください。２０項、下水道費、５目、公共下水道費、２８節、

繰出金１,２２９万９,０００円の減額につきましては、下水道特別会計事業費確定

により繰出金を補正するものでございます。 

次の５６ページをご覧ください。４０款、消防費、５項、消防費、５目、常備消

防費、１９節負担金補助及び交付金の２,７８１万５,０００円の減額につきまして

は、八代広域行政事務組合での事業費確定により補正するものでございます。 

５７ページをご覧ください。２５目、災害対策費、１１節、需用費の５１０万円

につきましては、防災備蓄用品を地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金事業、

地方創生先行型の対象事業といたしまして補正するものでございます。 

４５款、教育費、５項、教育総務費、１０目、事務局費、１３節、委託料で、Ｉ
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ＣＴ支援業務委託２０４万８,０００円、次の５９ページですが、１０項、小学校

費、５目、学校管理費、１４節、使用料及び賃借料で、ＩＣＴ機器借上料６９９万

円、６１ページをご覧ください。１５項、中学校費、５目、学校管理費、１４節、

使用料及び賃借料で、ＩＣＴ機器借上料の２２８万１,０００円につきましては、

地域活性化地域住民生活等緊急支援交付金事業、地方創生先行型の対象事業といた

しまして補正するものでございます。 

１９節、負担金補助及び交付金の氷川町及び八代市中学校組合負担金１,１７１

万円の減額につきましては、中学校組合の事業費確定に伴い、補正するものでござ

います。 

６５ページをご覧ください。４５款、教育費、２０項、社会教育費、１５目、八

火図書館費、１５節、工事請負費の２,４９３万４,０００円の減額につきまして

は、入札に伴います執行残により補正するものでございます。 

６６ページをご覧ください。５５款、５項、公債費、５目、元金の２,６１５万

７,０００円の減額、１０目、利子の５８２万５,０００円の減額につきましては、

償還金元金・利子を精査しましたところ、当初予定した額より少なかったため補正

するものでございます。なお、地方債の現在高見込額につきましては、７０ページ

に記載しておりますので、後でご覧ください。 

６７ページ、給与費明細書以降につきましては、説明を省略させていただきたい

と思います。 

以上で、平成２６年度氷川町一般会計補正予算（第５号）についての説明を終わ

ります。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第２０号、平成２６年度氷川町国民健康保険特別

会計補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

平成２６年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定

めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござ

います。 

次のページをお願いいたします。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１,７８２万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１

億２４０万３,０００円とするものです。 

４ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入では、款２３、前期高齢者交付金が社会保険診療報酬支払基金からの提示額

により、１,６７２万９,０００円の減額となっています。 
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款２５、県支出金が２,６７７万６,０００円の減額で、主に普通調整交付金１,

４３０万円の減額と特別調整交付金１,２００万円の減額を見込んでいます。 

款３０、共同事業交付金が６,２７４万６,０００円の増額で、高額医療費共同事

業交付金が２,１７０万５,０００円の増額と保険財政共同安定化事業交付金４,１

０４万１,０００円の増額となっています。 

５ページをお願いいたします。歳出では、款１０、保険給付費が２,０４９万円

の増額で、主に一般被保険者療養給付費の診療報酬で２,４７０万円の増額と退職

被保険者等高額療養費で３００万円の減額です。 

款の３０、保健事業費が２４１万１,０００円の減額で、主に特定保健指導事業

業務委託料１９１万円の減額によるものです。 

これで、議案第２０号、平成２６年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算（第

３号）についての説明を終わります。 

続きまして、議案第２１号、平成２６年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）について説明いたします。 

平成２６年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を別紙のとおり

定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

次のページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

４１７万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５,０５２万円

とするものです。 

４ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入では、款の５、後期高齢者医療保険医療が調定減により３８８万２,０００

円の減額で、保険料算定に係る所得の低下と均等割、所得割の軽減の係る人の増加

によるものです。 

款の２５、繰越金が確定により１０３万３,０００円の増額です。 

款の３０、諸収入１１９万３,０００円の減額で、主に健診事業収入１２０万３,

０００円の減額によるものです。 

５ページをお願いします。歳出では、款の１０、後期高齢者医療広域連合納付金

が３８７万１,０００円の減額で、１億４,６８７万１,０００円となっています。

主に現年分の特別徴収、普通徴収保険料負担金の減額によるものです。 

これで、議案第２１号、平成２６年度氷川町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）についての説明を終わります。 

続きまして、議案第２２号、平成２６年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第
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３号）についてご説明いたします。 

平成２６年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３号）を別紙のとおり定める

ため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございま

す。 

次のページをお願いします。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

８,６４１万３,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１３億

９,２４３万７,０００円とするものです。 

４ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入では、款１５、国庫支出金が４,０４６万３,０００円の減額で、主に介護給

付費負担金２,３７２万７,０００円の減額と、調整交付金１,５６６万９,０００円

の減額によるものです。 

款の２０、支払基金交付金が４,５５９万４,０００円の減額で、主に介護給付費

交付金４,４９８万８,０００円の減額によるものです。 

次のページをお願いします。歳出では、款の５、総務費が７１万４,０００円の

増額で、主に介護保険制度改正対応システム改修委託料の増によるものです。 

款の１０、保険給付費が８,６４０万６,０００円の減額で、主に介護サービス等

諸費８,２０４万５,０００円の減額によるものです。その内容は、主に居宅介護サ

ービス給付費、施設介護サービス給付費、地域密着型介護サービス給付費、介護予

防サービス給付費の減額によるものです。 

これで、議案第２２号、平成２６年度氷川町介護保険特別会計補正予算（第３

号）についての説明を終わります。 

○議長（永田義昭君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） それでは、平成２６年度氷川町下水道事業特別会計

補正予算（第３号）につきまして説明いたします。 

議案第２３号、平成２６年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を別

紙のとおり定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求め

るものでございます。 

補正予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,０９３万１,０００円を減額し、総額７億８

９５万９,０００円とする補正でございます。減額の主な理由としましては、下水

道特別会計の収支決算の確定見込みと執行残によります減額補正であります。 

歳出からご説明いたします。９ページをご覧ください。 

５款、公共下水道事業費、５項、公共下水道事業費、５目、総務管理費、２節、
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給料２１０万円、３節、職員手当等２０２万３,０００円、４節、共済費１００万

円を実績により減額補正するものです。 

１０ページをご覧ください。１９節、負担金補助及び交付金、水洗便所改造助成

金１６０万円を執行残により減額補正するものです。 

１０目、利子、２３節、償還金利子及び割引料の長期債利子については２５０万

円を執行残により減額補正するものです。 

続きまして、歳入の説明に入ります。７ページをご覧ください。 

５款、分担金、５項、分担金、５目、分担金、５節、分担金の受益者分担金につ

いて、当初見込みより収入減のため２２６万３,０００円を減額するものです。 

２０款、繰入金、５項、一般会計繰入金、５目、一般会計繰入金、５節、一般会

計繰入金につきましては、収支決算の見込みにより１,２２９万９,０００円を減額

するものです。 

８ページをご覧ください。３５款、町債、５項、町債、５目、下水道債、５節、

下水道債の下水道事業債につきましては、宮原処理区の面整備財源として４５０万

円を増額するものです。 

以上で、議案第２３号、平成２６年度氷川町下水道事業特別会計補正予算（第３

号）について説明を終わります。 

○議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） 続きまして、議案第２４号、平成２７年度氷川町一般

会計予算についてご説明いたします。 

平成２７年度氷川町一般会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治法第９６

条第１項の規定によりまして議会の議決を求めるものでございます。 

２枚めくっていただきまして、１ページでございます。第１条、歳入歳出の総額

は、歳入歳出それぞれ６２億２,５１９万４,０００円とするものでございます。 

第２項、歳入歳出の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算

によるものです。債務負担行為第２条以降の説明は省かせていただきます。 

まず、歳入からご説明申し上げます。９ページをご覧ください。事項別明細書に

より説明させていただきます。 

歳入合計は６２億２,５１９万４,０００円で、前年比４,７３５万２,０００円の

減額でございます。主なものの内訳としまして、大きな増減のあるもののみ申し上

げます。 

第５款、町税８億８,６６５万３,０００円を計上しております。前年比１,１９

６万７,０００円の増でございます。 

第３０款、地方消費税交付金９,６００万円、前年比１,１００万円の増額です。 
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第４５款、地方交付税２７億２,０００万円につきましては、前年同額を見込ん

でおります。 

第５５款、分担金及び負担金７,９３２万６,０００円につきましては、前年比６

０６万１,０００円の増額です。 

第６０款、使用料及び手数料８,８９２万５,０００円、前年比２８７万１,００

０円の減額です。 

第６５款、国庫支出金５億７,１０７万７,０００円、前年比５,５７４万円の減

額です。 

第７０款、県支出金６億１,７８４万６,０００円、前年比７,１１４万１,０００

円の増額でございます。 

第８５款、繰入金３億６,６３５万７,０００円、前年比１,９９８万１,０００円

の増額です。 

第９０款、繰越金９,０９２万８,０００円、前年比５,５１９万３,０００円の増

額です。 

第９５款、諸収入１,３３６万３,０００円、前年度比１,３１２万８,０００円の

減額です。 

第９９款、町債５億９,６５０万円、前年比１億５,１５１万円の減額でございま

す。 

続きまして、歳出でございます。新規事業を中心に説明させていただきます。３

７ページをご覧ください。 

５款、５項、５目、議会費、１４節、使用料及び賃借料の４０９万１,０００円

につきましては、議場の映像及び放送システム導入によります１年間のリース料で

ございます。 

４３ページをご覧ください。１０款、総務費、５項、総務管理費、１０目、財産

管理費、１３節、委託料で、新地方公会計整備支援業務委託料としまして３９６万

４,０００円、公共施設等総合管理計画作成支援業務委託料３９６万円を計上いた

しております。 

１８節、備品購入費での１２１万７,０００円につきましては、庁務手業務で使

用する車両が老朽化し故障が多いため、同型車両を購入するものでございます。 

４６ページをご覧ください。１３目、振興局費、１５節、工事請負費の５００万

円につきましては、秋山幸二前ソフトバンク監督の展示場を設置するものです。 

１７節の公有財産購入費の６８９万６,０００円につきましては、宮原地区の早

尾わいわい広場敷地購入に伴うものでございます。 

４９ページをご覧ください。３０目、電子計算費、１３節、委託料につきまして
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は、総合行政システムサポート等を含むシステムメンテナンス業務委託料１,１４

９万６,０００円、社会保障・税番号制度システム改修費用といたしまして１,７５

６万１,０００円を計上いたしております。 

次の５０ページをご覧ください。１９節、負担金補助及び交付金につきまして

は、八代地域イントラネット運営経費負担金といたしまして９５５万３,０００円

を計上いたしております。 

５７ページをご覧ください。２０項、選挙費、２０目、農業委員会選挙費の２３

８万２,０００円につきましては、今年度、改選に伴う選挙費用を計上いたしてお

ります。 

次の５８ページ、５９ページをご覧ください。３０目、県議会議員選挙費の４６

７万円につきましては、４月の県議会改選に伴う選挙費用を計上いたしておりま

す。 

次の６０ページをご覧ください。２５項、統計調査費、１０目、基幹統計調査費

の４６４万６,０００円につきましては、主に国勢調査に係る費用を計上いたして

おります。 

次に７１ページをご覧ください。１５款、民生費、１０項、児童福祉費、１０

目、児童措置費、８節、報償費の１,０００万円につきましては、すこやか赤ちゃ

ん出産祝金を創設し、祝い金を支給するものでございます。 

７５ページをご覧ください。２０目、子育て支援センター費、１８節、備品購入

費の１３２万２,０００円につきましては、現軽ワゴン車が老朽化し買い換えるも

のでございます。 

７９ページをご覧ください。２０款、衛生費、５項、保健衛生費、５目、保健衛

生総務費、２０節、扶助費につきましては、中学３年生までの児童医療費４,５３

６万円、前年比といたしまして８７万６,０００円の増額でございます。 

８８、８９ページをご覧ください。２５款、農林水産業費、５項、農業費、１０

目、農業振興費、１９節、負担金補助及び交付金につきましては、県補助の青年就

農給付金事業費補助金１,４２５万円、農地集積協力金事業費補助金３００万円、

及び機械や設備の３割補助の経営体育成支援事業費補助金４,５００万円、い業機

械再生支援事業補助金９００万円を前年に引き続き計上いたしております。 

９２ページをご覧ください。２５目、農地費、１５節、工事請負費の７,８８５

万円につきましては、農道舗装１件、排水路改修工事２地区、導水路フェンス改修

１件、客土８地区の事業費を計上いたしております。 

９５ページをご覧ください。４０目、物産館費、１８節、備品購入費の６０８万

２,０００円につきましては、物産館の直売所にあります冷凍冷蔵庫の老朽化に伴
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う交換で、今年が最終計画年度でございます。 

９７、次の９８ページをご覧ください。３０款、５項、商工費、１０目、商工業

振興費、１９節、負担金補助及び交付金につきましては、住宅リフォーム促進事業

補助金、昨年に引き続き１,２００万円、熊本県商工会青年部連合会八代地区大会

が開催されますので、助成金といたしまして３０万円を計上いたしております。 

９９ページをご覧ください。２０目、竜北公園費、１１節、需用費の修繕料６６

０万円につきましては、ウォーキングセンター塗装修繕及びウォーキングセンター

野外ステージへ防鳥ネットを取り付ける費用を計上いたしております。 

次に１００ページをご覧ください。２５目、立神峡公園費、１５節、工事請負費

の４３２万円につきましては、公園入口正面の駐車場の法面が崩れる恐れがあるた

め、未然に災害を防ぐための工事費を計上いたしております。 

１０１ページをご覧ください。３５款、土木費、５項、土木管理費、５目、土木

総務費、１３節、委託料の９２６万２,０００円につきましては、道路台帳作成更

新業務委託、氷川町耐震改修促進計画の見直し業務が必要となりましたので、委託

料等を計上いたしております。 

次の１０２ページをご覧ください。１０項、道路橋りょう費、５目、道路橋りょ

う費総務費、１３節、委託料の２,６６３万円につきましては、路面性状調査業

務、長寿化橋梁点検業務、河川管理道路整備委託料を計上いたしております。 

１０３ページをご覧ください。１０目、道路維持修繕費、１１節、需用費の町道

修繕８３８万円につきましては、町道修繕で６路線ほか道路施設、道路標識の取り

替え、修繕等の修繕費用を計上いたしております。 

同ページの１５節、工事請負費の４,７３７万９,０００円につきましては、町道

６路線の補修工事を計上いたしております。 

次の１０４、１０５ページをご覧ください。１５目、道路新設改良費の９,６６

９万６,０００円につきましては、１３節、委託料では測量設計業務委託料６路

線、１５節、工事請負費では６路線、１７節、公有財産購入費では道路改良に伴う

３路線、２２節、補償補填及び賠償金では改良工事に伴う電柱移転補償金、立木補

償金を計上いたしております。 

２０目、橋りょう新設改良費、１５節、工事請負費の２,４７５万円につきまし

ては、６路線を橋梁長寿命化計画により改築工事を計上いたしております。 

１０７ページをご覧ください。１５項、河川費、１０目、河川改修費の２,３２

５万円につきましては、１３節、委託料の早尾水路改修実施設計測量業務委託料及

び１５節、工事請負費の準用河川「御講田川」河川改修工事費、２２節、補償補填

及び賠償金の河川改修に係る電柱移転補償金を計上いたしています。 
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１０９ページをご覧ください。２５項、住宅費、５目、住宅管理費、１５節、工

事請負費につきましては、公営住宅の長寿命化計画に基づき、屋根防水、外壁塗装

工事で桜ヶ丘団地改修工事２号・５号・６号棟を施工いたします２,９０９万８,０

００円を計上いたしております。 

１１１ページをご覧ください。４０款、消防費、５項、消防費、１５目、消防施

設費、１８節、備品購入費の５３２万５,０００円につきましては、防災行政無線

戸別受信機、竜北地区６０台、及び小型動力ポンプ２台を計上いたしております。 

１９節、負担金補助及び交付金の消防用施設整備補助金７６２万１,０００円に

つきましては、消防水利として巻上式ゲート設置、地上式消火栓設置、消防積載車

のエアコンが宮原地区１４台と河原地区１台、合計１５台がエアコンが入っていな

いため、整備するため計上いたしております。 

次の１１２ページをご覧ください。２５目、災害対策費、１３節、委託料の１,

２７１万２,０００円につきましては、氷川町地域防災計画の１０年後の見直し改

訂が必要なため、業務委託料を計上いたしております。 

１１３ページをご覧ください。４５款、教育費、５項、教育総務費、１０目、事

務局費、１節、報酬につきましては、特別支援教育支援員９名の報酬１,５１２万

円を計上いたしています。 

１２０、１２１ページをご覧ください。１０項、小学校費、１０目、教育振興

費、１１節、需用費につきましては、小学校教科書の改訂の年にあたり、教師用教

科書・指導書等、ＩＣＴ指導書も含めまして７６８万円を計上いたしております。 

１２４ページをご覧ください。１５項、中学校費、５目、学校管理費、１５節、

工事請負費につきましては、竜北中学校武道場・卓球場兼集会所の天井改修工事、

これにつきましては文科省により平成２７年度までに改修するよう指導がありまし

たので、今年度計上いたしております。 

１９節、負担金補助及び交付金では、氷川町及び八代市中学校組合負担金２億

１,４８３万円を計上いたしております。なお、プール改修費、体育館・武道場の

天井改修費も含んでおります。 

１３１ページをご覧ください。２０項、社会教育費、１５目、八火図書館費、１

５節、工事請負費の１,１９５万３,０００円につきましては、旧八火図書館の解体

及び跡地に駐車場の整備をするものでございます。 

１８節、備品購入費の図書費につきましては、本を増冊するため５００万円の計

上をいたしております。 

１３４ページをご覧ください。２５項、保健体育費、１０目、保健体育施設費、

１１節、需用費の修繕料の４４２万９,０００円につきましては、宮原体育館バス
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ケットゴールの自動巻き上げの修繕、竜北体育センターの床補修２カ所、それとバ

スケットゴール移動式のものでございますが、この修繕も含んで計上いたしており

ます。 

１３７ページをご覧ください。１５目、学校給食施設費、１５節、工事請負費の

４７８万３,０００円につきましては、給食配送車の老朽化により新規にリースす

るため、新しい配送車に合わせた共同調理場の車庫改修工事を行うために計上いた

しております。 

１３８ページをご覧ください。５５款、５項、公債費、５目、元金につきまして

は、５億６,２９８万円となりまして、前年比５,７９１万２,０００円の増額とな

ります。 

１０目、利子につきましても、８,２９０万２,０００円となりまして、前年比

１,４２６万５,０００円の増額となります。 

１３９ページの給与明細書以降につきましては省略させていただきます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 議案第２５号、平成２７年度氷川町国民健康保険特別

会計予算について説明いたします。 

平成２７年度氷川町国民健康保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方

自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

２枚開けていただいて、予算書の１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ２４億８５９万７,０００円とするものです。 

６ページの歳入歳出当初予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入歳出それぞれ２４億８５９万７,０００円で、前年比４億１,６３８万４,０

００円の増加です。 

歳入では、款３０、共同事業交付金が前年比３億２,０７２万３,０００円増の５

億４,５７６万３,０００円で、高額医療費共同事業交付金と保険財政共同安定化事

業交付金の増によるものです。これは、計算方法が制度改正により変更となり、保

険財政共同安定化事業レセプト１件３０万円を超える医療費に関して計算していた

のを、レセプト１件１円以上を対象としたことによるもので、平成２７年度から安

定化事業の対象をすべての医療費に拡大されたことによるものです。 

款４０、繰入金が前年比５,７８４万７,０００円の増の２億２,８９２万４,００

０円で、主にその他繰入金の増額によるものです。 

歳出では、款１０、保険給付費が前年比１億５,６７０万３,０００円増の１４億
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６,２５６万６,０００円で、款２５、共同事業支出金が前年比２億８,８９０万円

増の５億５,６９０万４,０００円で、先ほど歳入のところでご説明しましたよう

に、制度改正による計算方法の変更により、保険財政共同安定化事業拠出金が増加

したものでございます。 

これで、議案第２５号、平成２７年度氷川町国民健康保険特別会計予算について

の説明を終わります。 

続きまして、議案第２６号、平成２７年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算に

ついてご説明いたします。 

平成２７年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地

方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

２枚開けていただいて、予算書の１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ１億５,２６８万円とするものです。 

４ページの歳入歳出当初予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入歳出それぞれ１億５,２６８万円で、前年比１８４万５,０００円の減です。 

歳入では、款の５、後期高齢者医療保険料が前年比３５１万２,０００円減の１

億６０万６,０００円で、主に特別徴収保険料現年度分の減額で、広域連合会から

の提示額によるものです。 

歳出では、款の１０、後期高齢者医療広域連合納付金が前年比１８１万５,００

０円減の１億４,８８１万１,０００円で、主なものとして保険料として徴収した額

を広域連合へ納付する後期高齢者広域連合負担金の減額によるものです。 

これで、議案第２６号、平成２７年度氷川町後期高齢者医療特別会計予算につい

ての説明を終わります。 

続きまして、議案第２７号、平成２７年度氷川町介護保険特別会計予算について

説明いたします。 

平成２７年度氷川町介護保険特別会計予算を別紙のとおり定めるため、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

２枚開けていただきまして、予算書の１ページをご覧ください。第１条、歳入歳

出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１４億１,７４２万円とするものです。 

５ページの歳入歳出当初予算事項別明細書をご覧ください。主な項目をご説明い

たします。 

歳入歳出それぞれ１４億１,７４２万円で、前年比１,８２１万８,０００円の減

です。 

歳入では、款２０、支払基金交付金が前年比１,６４９万円減の３億８,１９７万
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１,０００円で、主に介護給付費交付金現年度分の減額によるものです。 

款の４０、繰入金が前年比４９２万２,０００円減の２億１,２２６万３,０００

円で、主に事務費繰入金の減額によるものです。 

６ページをご覧ください。歳出では、款の５、総務費が前年比７３０万９,００

０円減の１,８１８万７,０００円で、主に介護保険事業計画作成費の減額によるも

のです。 

款の１０、保険給付費が前年比１,０６５万２,０００円減の１３億６,２４０万

８,０００円で、主に介護サービス等諸費の減額によるものです。 

これで、議案第２７号、平成２７年度氷川町介護保険特別会計予算についての説

明を終わります。 

○議長（永田義昭君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） それでは、平成２７年度氷川町下水道事業特別会計

予算について説明いたします。 

議案第２８号、平成２７年度氷川町下水道事業特別会計予算を別紙のとおり定め

るため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ６億６,６２１万６,０００円とする予算でございま

す。前年度と比較すると１２.４５％の減額予算となっております。 

５ページをご覧ください。歳入歳出当初予算事項別明細書により、前年度と増減

がある主なものを説明いたします。 

まず、歳入より説明いたします。歳入合計の本年度予算額６億６,６２１万６,０

００円に対して、前年度予算額７億６,０７１万６,０００円の比較９,４５０万円

の減額予算でございます。 

５款、分担金、負担金の８１８万５,０００円を計上させていただいており、平

成２６年度整備しました地区の受益者により算出しております。 

１０款、使用料及び手数料の１億２,６７３万２,０００円は、公共下水道使用料

であります。内訳としましては、宮原処理区７,２００万円、竜北処理区５,４００

万円となっております。 

１５款、国庫支出金は、社会資本整備総合交付金１億円となります。 

２０款、繰入金は、一般会計繰入金３億７１６万６,０００円を計上しておりま

す。 

３５款、町債は、下水道事業債１億１,９００万円を計上させていただいており

ます。 
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続きまして、６ページをご覧ください。歳出につきましても同様に、歳出合計額

の６億６,６２１万６,０００円に対して、前年度予算額７億６,０７１万６,０００

円の比較９,４５０万円の減額予算でございます。 

５款、公共下水道事業費の３億８,６５４万３,０００円につきまして、５項、公

共下水道事業費、１０目、公共下水道維持費、１９節、負担金補助及び交付金の八

代北部流域下水道維持管理負担金５,４５５万２,０００円を計上しております。 

１５目、公共下水道建設費、１５節、工事請負費では、１億９,０００万円を計

上しております。工事箇所につきましては、管渠未整備地区の面整備で、上新田処

理分区の高塚、笹尾、北川、法道寺並びに鹿野処理分区の沖塘の工事であります。 

２２節、補償補填及び賠償金では、上水道等移設補償費３,０００万円を計上し

ております。 

続きまして、１５款、公債費２億７,６７１万８,０００円につきましては、５

目、元金、２３節、償還金利子及び割引料の長期債元金１億９,７４４万円、及び

１０目、利子、２３節、償還金利子及び割引料の長期債利子、一時金利子の７,９

２７万８,０００円を計上しております。 

以上で、議案第２８号、平成２７年度氷川町下水道事業特別会計予算について説

明を終わります。 

続きまして、議案第２９号、平成２７年度氷川町宅地開発事業特別会計予算を別

紙のとおり定めるため、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求め

るものでございます。 

予算書を開けていただきまして、１ページをご覧ください。第１条、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ９２６万６,０００円とする予算でございます。前

年度と比較して２％の減額予算となっております。 

４ページをご覧ください。歳入歳出当初予算事項別明細書により、主なものを説

明いたします。 

まず、歳入より説明いたします。歳入合計の本年度予算額９２６万６,０００円

に対して、前年度予算額９４５万９,０００円の１９万３,０００円の減額予算でご

ざいます。 

１０款、繰入金は、一般会計繰入金９２１万６,０００円を計上いたしておりま

す。 

続きまして、５ページをご覧ください。歳出につきましても同様に、歳出合計額

の９２６万６,０００円に対して、前年度予算額９４５万９,０００円の、比較１９

万３,０００円の減額予算でございます。 

７ページをご覧ください。７款、公債費、５項、公債費、３目、元金、２３節、
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償還金利子及び割引料の長期債元金８９２万８,０００円、及び５目、利子、２３

節、償還金利子及び割引料の長期債利子２８万８,０００円を計上いたしておりま

す。なお、元金利子の償還につきましては、平成２９年度が返済の終了予定となっ

ております。 

以上で、議案第２９号、平成２７年度氷川町宅地開発事業特別会計予算につきま

して、説明を終わります。 

○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 同意第１号につきまして、ご説明を申し上げます。 

教育制度改革に伴い、次の者を氷川町教育長に任命したいので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

住所、熊本県八代郡氷川町新田１６７番地３、氏名、太田篤洋、生年月日、昭和

２６年５月１日生まれでございます。 

同氏は、昨年４月１日から教育長の職務に精励をいただいておりますが、教職で

培われた経験と温厚で実直な人柄が示すとおり、献身的にその職務にご尽力をいた

だいているものと拝察をいたしております。 

新教育制度に移行いたしましても、十分にその力を発揮していただけるものと考

えておりますので、教育長に任命いたしたく同意をお願いするものでございます。 

同意第２号につきまして、ご説明を申し上げます。 

教育委員会委員の任命についてでございまして、次の者を氷川町教育委員会委員

に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により議会の同意を求めるものでございます。 

住所、熊本県八代郡氷川町今１１９番地、氏名、村山賢一、生年月日、昭和４１

年１１月１９日生まれでございます。 

同氏は、高校卒業後、会社員を経験。その後、介護福祉士、ケアマネージャー、

社会福祉士の資格を取得され、老人福祉施設に勤務、現在は自営業を営まれており

ます。 

平成２３年度、氷川中学校ＰＴＡ会長として活躍され、引き続き平成２３年４月

から現在まで、氷川中学校運営協議会委員、平成２６年４月から現在まで、氷川町

コミュニティ・スクール連携協議会委員として、学校と地域の連携にご尽力をいた

だいており、温厚で誠実な人柄は、地域住民の皆さまの厚い信頼がございます。ご

本人の人柄、これまでの実績及び教育行政への識見と関心も高く、教育行政の推進

に期待ができますので、新たに教育委員に任命いたしたく同意をお願いするもので

ございます。 
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どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（永田義昭君） 説明が終わりました。ここで１０分間休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時０８分 

再開 午後２時１６分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

これから質疑を行います。 

まず、議案第１号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第３号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第４号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第５号について質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今回の土地開発基金条例の明確化という形を書いてありました

が、今までは土地だけをこの予算でやっていた。あとの補償費については別途、一

般会計なりで補償費で予算を組んでいたので、この土地開発基金のほうからすべて

補償費も含めて支出しますよという改正と理解していいですか。 

○議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） そのとおりでございます。 

○議長（永田義昭君） それでは質疑はありませんね。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第６号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第７号について質疑はありませんか。江嵜議員。 
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○５番（江嵜 悟君） 今回新しく町長のほうで、氷川町すこやか赤ちゃん出産祝金支

給というのをやりたいという新事業を立ち上げようということなんですけれども、

まず、先ほどの町長の所信表明から、氷川町の総合振興計画をしっかりと基本にお

いて事業実施をやるんだということなんですけれども、私、この案が出てきて、総

合振興計画を確認したんですけれども、基本的には総合振興計画に則っていないん

じゃないかなというのが一つ、そこをお伺いしたい。 

それから、内容を見てみますと、詳細にはこの件については、建設常任委員会の

ほうで議論されると思いますけれども、すこやか赤ちゃん出産祝金を支給する条件

という第２条のところですけれども、この場合、受給後も引き続き１年以上町内に

居住した者が該当しますよとなっています。そこで、この予算、今年１,０００万

円予算計上されています。出産時にこの１０万円を、１子から３子までの場合には

１０万円を出産時に支給しますよ。ただし、１年以内に引っ越した場合には返還し

なさい。返還を命ずることができるというのが第６条にあります。１年以内に町を

出て行った方、これは誰が出て行くのか分かりませんけど、誰が１年以内おればい

いのか。要するに、父または母となった者でということですから、お父さんかお母

さんがそこに住所をおれば、どちらかがおればこれは大丈夫ですよという。じゃあ

お母さんと赤ちゃんが、もしも二人が出て行った、お父さんだけ残ったというとき

も、これは返還しなくていいというルールと受け取っていいのか。また、５子以降

については、５０万円を生まれたときに支給します。ただし、１年以内で出て行っ

たときには、５０万円は返しなさいということになります。果たして、一般の方た

ちが出産時に１０万円いただいた、５０万円いただいた、その１０万円、５０万円

使ってしまった。１年以内に引っ越した、じゃあ１０万円、５０万円は、１年以内

に引っ越した方に催促しなければいけない。果たして、１０万円、５０万円が返っ

てくるだろうかという心配はされていないのかというのがあるのかなと思います。

私は、この条例を見たときに、出産祝金、１年以上町内にいなさいというルールだ

から、出産して１歳の誕生日のときに出産祝金をやられたら、取り返すというか、

町の税金ですからね、町の税金をそのときにやれば、その後引っ越しても、この条

例には何ら支障がないんじゃないかと、そういうふうに思うんですけれども、この

条例、突然出てきたんですが、何かもっと例えば、この出産されて１歳児の保育料

の無料化とか、そういう方向で町の税金を支出したほうが、よほど私は町内に住ん

でおられる方たちの少子化対策になるんではないだろうかと思うんですが、そこの

ところを町長のこの条例、内容も含めて、趣旨そういうものを少し聞かせていただ

きたいなと思います。 

○議長（永田義昭君） 町長。 
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○町長（藤本一臣君） この出産祝金の創設の趣旨でございますが、内容につきまして

は、もうこの条例の目的にあるとおりでございますが、その背景にある部分で、基

本計画にないんじゃないかと。直接的な祝金の支給というのは掲載をされておりま

せんが、あくまで少子化対策あるいは子育て支援という部分で、ぜひ必要というこ

とで今度創設したところであります。 

また、中身につきましては、担当課長から説明をさせます。まさにこの条例、こ

の本文だけ読んだら、今お尋ねになりました疑問がかなりそれ以外にもたくさんご

ざいます。その部分は多分規則で今後謳っていくんだろうと思っておりますので、

その部分につきましては担当課長よりご説明をさせます。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） 今、計画に基づいて実施はということで町長から回答

がありましたけれども、その後の部分でございますが、詳細については委員会の中

ということで、第２条の出産時も含めた形で１年以内に引っ越した方はどうするの

かということと、あとそれがお父さんだけ残ったときはどうするのかという話と、

あとは５子、５０万円を支給して、あと引っ越されたら返金はどうするのかという

ことでよろしいでしょうか。 

まず１点目でございますけれども、第２条で結構この部分につきましてはやり取

りはしたんですけれども、出産時においてはお父さん、お母さん、どちらでも町内

のほうにいていただきたい。といいますのが、大元にありますのが、少子化対策も

含めて、要は人口増もやりたいという思いがありますので、そういう部分から出産

時にはいていただきたいと。１年以内に引っ越した方はどうされるのかということ

でございますが、お父さんだけにつきましては、今のところは想定しておりませ

ん。失礼しました。どちらかの養育者プラス子どもが同居という形で本町にいてい

ただくと。実際に申請にあたっては、確約書をいただきたいなということで準備は

しております。その中については、施行規則の中で謳わせていただければというこ

とで、この本条例には謳っておりません。 

最後の第５子の５０万円につきましては、これも施行規則に則りまして、５０万

円一括になりますとちょっと大枚でございます。ですから、計画としましては１年

間１０万円ずつ５年間おあげしますよということで施行規則については謳っており

ますので、当然、単年１０万円ずつ５年間という形をとらせていただければという

ことで規則は定めようと考えております。 

以上でございますが、よろしいでしょうか。 

○議長（永田義昭君） 河口議員。 

○１番（河口涼一君） 今の質問に関連しますけれども、例えば４人お子さんがおられ
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る方が、じゃあ氷川町はこういう支援があって、支給があって手厚いので、じゃあ

こちらに来て出産をしよう、そしてその後、この町を出て行かれるとしたら、５０

万円の支給のところが、今のお話だったら１０万円ずつ５年間で支給しようという

ことになりますが、そうなると、出産祝金ということではなくて、これは子育て支

援金ですよね。５歳まではですね、１年間ずつ差し上げましょうということで。ち

ょっと趣旨的に、運用的にはいいかもしれませんが、趣旨的には無理があります

よ。と思いますが、いかがですか。関連しましたので、次の常任委員会でまた蒸し

返すよりも、ここで一回お答えいただいたほうがいいと思いまして。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） 今の質問でございますけれども、４子をお持ちのご家

庭がこちらのほうに来られて、第５子を誕生されたという場合についてということ

になるかと思いますけれども、第５子の場合については、先ほど申し上げましたよ

うに、１０万円を５年間ということで、どちらかといえば一時金の祝い金という形

じゃなくて、支援金という形になりはせんどかという話でございますけれども、実

際に財政的な打ち合わせをした中で、要は５年間、じゃああげますよということ

で、最初に５０万円の交付決定をやった場合については、債務負担行為を起こす必

要がございまして、事務的に繰り越し繰り越しという形を取らざるを得ませんの

で、そういう部分はちょっと省略できないかという手法のもとで、単年、毎年いら

っしゃったら毎年申請してくださいということで、こちらのほうから５年間お知ら

せして申請していただいて、申請がありまして、条件をクリアされたということで

あれば認定して、１０万円を支給しますよという形をとらせていただければと今の

ところは手法を考えております。以上ですが。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） それで、話がちょっと途中になりましたけれども、それで今、

課長の話からいくと、詳細について規則で定めますよということですが、今の話か

らいくと、例えばお父さん、お母さんのどちらかと子ども、まあ養育者と子どもが

１年間いなければいけないというのが規則で定めます。条例では、父または母とな

った者で受給後も引き続き１年以上町内に、条例と全然違うことを規則で定めよう

としているんですよ。だから、１年以内に養育者と子どもさん、生まれた赤ちゃん

が１年以上町内に居住及び同居しなければいけませんよという条例に書かないと、

条例ではお父さんまたは母となった者が１年以上おればいいと書いてある。ここの

ところも基本的に私が読んだときには、じゃあ赤ちゃんはいなくていいんだという

ことになる。じゃあ赤ちゃんも１年間いなければいけない。先ほどほかの議員さん

が言われてたけれども、じゃあ赤ちゃんが途中で亡くなったときには、１０万円を
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返さなければいけないということになりますよ。だから、先ほど言ったように、１

年、１子から３子まで１年いた時点で、１歳の誕生日のときに１０万円を支給する

という、そういう支給条例に変えたほうが、私は後の取り戻すものが大変になると

思いますよ。取り戻す、その１０万円で途中出て行った方を追っかけて１０万円、

課長、取りに行かなければいけないんですよ。その経費も税金で賄う。今、税金を

回収するの大変なんですよ。こういう条例で１年おられたときに１０万円支払え

ば、よく頑張ってもらいましたね、出産祝金として１年、誕生日の祝いに出します

よというやり方のほうが課長、手間が省けるんじゃないですか。この条例、課長の

ほうで検討されたんだろうけど、どうもこの条例については納得がいかない。取り

戻しに行けない、それを１年後に確認しなければいけない。課長のところで確認せ

んといかんのですよ、１年後。業務がまた増えますよ。そこのところをどういうふ

うに、この条例の処理をしようと思っているのか。 

もう一つ、確約書を取りますという話がありました。１年以内に引っ越した場合

には、１０万円は返金しなさいという確約書、その確約書に基づいて、引っ越すと

きに黙って引っ越された場合に、今はいろいろ財政上の問題、それから夫婦間の問

題、いなくなる人は多いですよ。そういう中で、その税金１０万円を取り戻すため

に相当の労力がいると思うんですが、その確約書がどれだけの効果があるのかとい

うのも非常に私は疑問を感じる。この条例の制定について、再度検討すべきだと思

うんですが、そこのところは課長、どうなんでしょうか。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） ちょっと最初の部分でお話がありました、父または母

となった者でということの下りの部分でございますけれども、表現的に簡単に私が

ちょっと養育者だけでいってしまった部分は、ちょっと訂正させていただければと

思いますけれども、実際にこの条例を運用するにあたってご存じのとおり、施行規

則という形で運用をかけるということで、これから検討させていただきたいと思い

ますが、一応この支援金という形じゃなくて、おめでとうという一時金という趣旨

が強うございますので、前もっておあげしたらどうかというのが本来の気持ちでは

ございます。以上でございます。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） じゃあ町長、今課長と少しやり取りさせていただいたんです

が、その一時金、祝い一時金といわれているから、当然、私は５０万円も祝い一時

金で出していいと思いますよ。しかし、その１年間、そこに住んどかなければいけ

ない。５０万円の方は５年間住んどきなさいという話になってきています。そうい

う意味で、この支給条例、私はやることに対して、今日の新聞だったですかね、今
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日の新聞は１子に３万円とか、山都町が出産祝金一律３万円、１子目が３万円、２

人目が５万円、３人目が１０万円と書いてありましたよ。それから、菊池市が子宝

祝金という名目で、現金プラスの商工会共通商品券というのを組み合わせている。

現金だけじゃなくて商工会、要するに地元で、全部を現金で出さずに商品券をセッ

トでやるんだという提案がなされています。そういう意味で、この出産祝金につい

て、いろいろもう少し熟慮すべき点があるような気がするんですよ。今回出して

も、この内容をもう少し精査して、この条例を少し見直していくという気持ちが町

長のほうにあるのかどうか、そこのところだけで構いません。私はやめてほしいで

すよ。やめてほしいんだけれども、そういうものを考慮して中身をもう少し検討し

てみようという気持ちがあるかどうか、そこのところをお願いしたいと思っており

ます。 

○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） このすこやか赤ちゃん出産祝金制度につきましては、ぜひ進め

させていただきたいという思いでございますし、今、課長が申し上げましたとお

り、条例に基づく執行のあり方は、規則の中できめ細やかにこれから謳い込んでい

く話になります。あと、条例を施行してその祝い金を支給するにあたって、いろん

な課題が出てきましたならば、その内容を見直していくというのは当然あるべきだ

ろうと思っておりますし、まずはスタートをさせていただきたい。これからまた膨

らませていくのか小さくしていくのか、それぞれ財政状況もございますので、そう

いった中でまずはスタートをさせていただいたうえで、それぞれの中身につきまし

てもしっかりもう少し精査をする。その執行にあたっては、まだまだ時間がござい

ますので、先ほどおっしゃいましたように、１年経って支給するというのも規則で

謳えばできる話でございます。そういったことは大いに意見を聞いたうえで、また

大切な原資であります町民からいただいた税金を使って、子どもたちのすこやかな

成長をみんなで祝ってあげようという趣旨の祝い金でございますので、その趣旨に

沿うような形で今後も進めさせていただきたいと思います。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） ありがとうございました。ぜひ中身については、事務量が増え

ないような形でやっていただきたい。 

先ほど、プレミアム商品券の話をしましたが、課長会で当然、この出産祝金は出

ていると思いますけれども、商工観光課長、今、菊池みたいなやり方の提案はされ

なかったですか。 

○議長（永田義昭君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（西田美子君） プレミアム付き商品券につきましては、別で予算計上
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しております。この出産祝金につきましては、こちらのほうから提案を特にはして

おりませんでした。以上です。 

○議長（永田義昭君） ほかにありませんか。上田俊孝議員。 

○４番（上田俊孝君） さっきと関連して言いますけど、私、この条例を見て非常に氷

川町に元気が出るなと、非常に嬉しく思ったところであります。いろいろ賛否両論

ありますけど、まずスタートしてみて、あと見直す点があれば見直すという形で、

まずせっかくこういう元気が出る条例ができたんですから、今回で私は、先に進め

るものと、さっき町長がおっしゃったように、氷川町をどうやって人口減少に歯止

めがかかるか、それとこれは一つの話題になりますよね、他町村から。非常に私

は、これは良い条例だと思いますので、この内容についてはこのまま現行でやって

もらえればと思います。 

○議長（永田義昭君） ほかにはありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第８号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第９号について質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） この墓地条例の件についてですが、これは宮原町時代からある

桜ヶ丘墓地公苑なんですけれども、その責務を明確にする必要があるということ

で、今回、中のほうで随分と条例の改正をされていますけれども、今回、この条例

改正に至った何か理由がある、随分と墓地公苑が荒らされていたとか、何かそうい

う理由があって、今回、文言の追加されているのかなと思ったんですけれども、今

回この条例の一部改正をする、まあ責務を明確にするということなんでしょうけれ

ども、そういう中で要は、こういうのを入れとかなければいけないんだということ

になった、そういう原因があるんでしょうか。そこのところをちょっとお伺いした

いんですけれども。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） これまで、多分議員さんもご存じだと思いますけれど

も、どこがどこの責務、どこの範囲が管理しなければならない。それは町がしなけ

ればならないのか、それとも利用者がしなければならないかという部分は規則にも

何も謳っておりませんでした。要は、これからご存じのとおり全国的に無縁仏とい

う部分も出てきますので、その前にいち早く管理区分として、例えば使用区画が

２.５の３.５という区画が１区画ありますけれども、その中はせめて利用者の、ご
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存じかと思いますが、区分所有法に準じた形で管理は利用者ですよと。花をあげ

る、そのままちょっと一部では捨てて帰られるとかいう部分もありますので、そう

いう部分も含めて、この際できないかということでご提案申し上げておるところで

ございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 聞きたかったのは、その無縁仏になったときは、管理費が何年

間か入らないとか、何かその無縁仏の定義があって、そのときには町のほうで撤去

するてなってたんじゃないのかなと、ちょっと条例を見る時間がなくて申し訳ござ

いませんが、そういうのがあって、基本的に墳墓のエリア内については、当然その

使用者の方、それ以外のところについては管理費をいただいていますから、その管

理費でやりますよという条例じゃなかったかなと思っております。条例を作るとき

には、多分、条例の法的なこの審議会あたりで、条文としていいのかどうかという

のがあるかと思いますけれども、すごくこれを読んで馴染まなかったのが、第８条

の第３項に「町長は使用者に対し、修理または撤去を命ずることがある。」とい

う、条例上「命ずることがある」という言葉が使われているのかどうか。先ほどの

条例の改正、すこやか赤ちゃんのところでは、「命ずることができる」という文言

が通常の条例上の文言じゃないかなと思うんですが、ここのところは総務課長、こ

この審査にあたって、条例を提案するときに、文言の法的な出し方というのは、各

課長が集まって審査をやられていると思うんですけれども、そこのところはどうい

うふうに思われますかね。 

○議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（陳野信次君） 条文の一部改正制定につきましての条文の審査の仕方でご

ざいますが、本町の文書管理規定の中におきまして、例規に関する部分の決裁につ

きましては、まず所管課のほうで起案をしまして、例規を担当する総務課の担当者

の事前の確認を受けた後、首長の決裁を受けるという事務の流れになっておりま

す。課長会で審査をするという組織が整っておりませんので、そういう規定になっ

ておりますが、「できる規定」と言い切りの「ならない規定」、往々にして「でき

る規定」で作っていくのが条文の一般的な作り方であるということは、私も認識を

いたしております。 

○議長（永田義昭君） 片山議員。 

○８番（片山裕治君） 第１８条の第２項で、「土石の採取その他土地の形質または形

状を変更する」ということは、どこを指しているのかということと、一応墓地の土

地代は４５万円で購入するわけですよね。持ち主は、墓地に対しては購入して、な

おかつ永代使用料というのが年間５,０００円あるんですけれども、そういった中



 

－ 60 －

での使用料はどこに使われているのかなという２点教えていただけますか。 

○議長（永田義昭君） 産建のときに、またよろしくお願いいたします。 

ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） それでは質疑なしと認めます。 

次に、議案第１０号について質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今回の地域包括支援センターの職員に関する基準ということ

で、これは国のほうからの介護保険法に基づく、新しく制定するものです。前回の

議会のときに、地域包括支援センターについて、私は町長の考え方を聞いたところ

ですけれども、本町において今回、第１号被保険者が概ね、表でいきますと、３,

０００未満の後は３,０００から６,０００未満、それぞれ保健師、社会福祉士、主

任介護支援専門員を置きなさいよという条例を、今回新しく作るわけですね。本町

の実態としては、この概ね３,０００人以上６,０００人未満の中に、本町の第１号

被保険者がこの範囲に入っているんですか、入っていないんですか。何名います

か。それによっては、この地域包括支援センターのあり方を再度検討すべきになる

のかなと思いますが、そこのところはどうでしょうか。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） ただいまのご質問が、第１号被保険者数及びこの枠に

入っているかというご質問だと思うんですけれども、本町の第１号被保険者数は、

現在４,１００名程度になっておりますので、この３,０００から６,０００人未満

の枠内に該当するかと思います。以上です。 

○議長（永田義昭君） ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１１号について質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今回の介護保険条例の一部改正については、第６期氷川町介護

保険事業計画に基づいて保険料を改定しましょうということですが、第６期の氷川

町介護保険事業計画というのは、何年から何年、いつ出来上がっているんですか。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 第６期の計画書につきましては、平成２７年度から２

９年度までの３カ年の計画書になります。答申をいただいてはおります。協議会の

検討を重ねて答申をいただいて、料金の基準額をということでお示しを、条例で提

案をしているところでございますが、計画書につきましては、前回もそうなんです

けど、６月の議会のときに皆さまにお配りをしてご説明をしたところでございます
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ので、そのように今回も考えております。以上です。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 私たちには、まだこの計画は手元にはないんですよね。だか

ら、第６期は見てないということになりますよね。それで、その保険料を今回増額

することになります。介護保険料を増額することになりますが、今回の介護保険の

特別会計の保険料収入のところはほとんど４００万円ぐらいしか上がってないんで

すけれども、それは低所得者の分が下がっているから今回の保険料は平成２７年度

予算はほとんど上がらないということで、平成２７年度予算を組んであるんですか

ね。これは介護保険料を値上げしますという改正ですよね、ほぼ１割アップ。ただ

し、先ほどの予算の説明の中で、介護保険の措置費については少なくなっている。

だから、上げなければいけない理由、計画で審議会で答申をいただいたから上げま

すということよりも、なぜ上げなければいけないのか、そこのところが今回の平成

２７年度予算を見る限りではまったく分からない。上げても保険料の収入はほとん

ど上がっていない。じゃあ介護保険料を払う人が、未納の人が多くなってきたから

保険料を払う人から１割上げて取りますよという予算になっているのか、そこのと

ころをお伺いしたいんですけれども。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） 当初予算でそれほど上がってないじゃないかというご

質問でございますけれども、この保険料は３カ年は維持する前提で計画を立てます

ので、３年分のサービス料、それから３年分の収入を計算しまして、本町の場合と

いうことで設定されているところでございますけれども、その設定方法につきまし

ては、引き上げ要因と引き下げ要因というのが、当然その３カ年の中で要因という

のが出てまいります。今現在、５,０００円ということで保険料を納めていただい

ておりますけれども、その第６期の基準額を計算するにあたって、引き下げ要因、

引き上げ要因を勘案せずに推計した場合には、６,６０３円というような数字が出

ております。そこから引き下げ要因、引き上げ要因を影響額といいますか出しまし

て、５,５００円というのが導き出されているわけですけれども、一つ、まず引き

上げ要因としましては、介護保険の事業量といいますか、サービス費の総計に対し

まして、半分の５０％は国、県、町、国が４分の１の２５％、あと県と町で１５％

ずつの半分を公費でみる。あとの半分は保険料で賄いなさいとなっていますけれど

も、その保険料を半分みるうえで、第１号被保険者と第２号被保険者がおられまし

て、平成２６年度までは第１号被保険者の負担が２１％分を保険料として負担しな

さいと、平成２６年度までの第５期計画ではなっておりましたが、平成２７年度か

らの第６期計画では２２％、１％増えた保険料を第１号被保険者が負担しなさい
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と。逆に、その第２号被保険者は１％減っているわけですけれども、そういうふう

な引き上げ要因、上昇要因というもの、それから本町の場合は特別給付費というこ

とで、おむつの給付も執り行っております。引き下げ要因というものにつきまして

は調整交付金ですとか、一定以上の所得者の利用負担の割合を、介護保険の場合、

サービスの提供を受けた場合１割負担なんですけれども、現役並みの所得のある方

については２割負担をお願いするというような、本年８月からの予定ではございま

すけれども、その基準保険料の引き下げ要因、それから基金の取り崩しというのも

予定しておりますが、そちらの引き下げ要因等で５,５００円の料金を導き出した

ところでございます。以上です。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 答申をいただいたのは、３年分ということはよく分かります。

３年間を見据えて、今回５,０００円を５,５００円に上げる予算にしましたと、そ

のための条例を出しましたということです。今回出ている平成２６年度の特別会計

の補正予算においても、概ね８,２００万円、当初予算よりも介護サービス諸費が

下がっている。思ったよりも使っていない、そのために減額します。今度の当初予

算において、その介護サービス諸費については、前年度を２,２００万円減額して

介護サービス費の予算計上をされている。一方、今回１割上げます、５,０００円

を５,５００円に、第１号被保険者の保険料を１割上げますよ。その予算の歳入を

見ると、前年度が２億４,５００万円、本年度が２億４,９００万円、４００万円し

か上がっていない。３カ年というのは分かりますよ。しかし、１年目から１割上が

るわけですから、この歳入の保険料、概ね１割ぐらい、少なくとも２,０００万円

ぐらいは歳入で上がってくるのかなと思うんですが、それが上がらない理由という

のがちょっと分からない。納めない人が多くいるから、このくらいしか介護保険料

は取れないのかなという。ただし、減額にならない分だけいいんですけれども、１

割上げるけれども予算上はほとんど収入が上がらないというところが、どうも合点

がいかないので、そこのところを、まあ今日じゃなくてもいいですけれども、ちょ

っと調査をしていただきたいと思います。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） ちょっと数字のほうが即答できませんが、平成２６年

度の要介護の方の数字と、３年後、平成２９年の推計される介護の方の人数が増加

していたもんですから、そちらの増加要因ということで料金のほうも計算上、勘案

されております。また、後で詳しくご説明したいと思います。 

○議長（永田義昭君） あと１回、江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 黙っとけば言わなくてよかったんですが、今のはあまり、今、
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私が質問したのとは関係ないのかなと。介護保険料を１割上げるから収入も概ね１

割ぐらい上がってもいいんだけれども、何で上がらないんでしょうということです

ので、これは議長、後でも結構です。 

○議長（永田義昭君） はい、いいですね。それでは後で。ほかにはありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１２号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１３号について質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今回、介護サービスについては、介護予防日常生活支援総合事

業ということで、国のほうから介護予防のほうについては町のほうで引き受けなさ

いということで、今回、第１４号に合致するのかどうか分かりませんが、基本的に

は本町がその要支援をやる時期というのは、どういうふうな時期に町のほうで受け

入れるという、どこかで見たような気がしますけれども、そこのところは今、どう

いうふうに計画されているかを教えていただきたいと思います。 

○議長（永田義昭君） 健康福祉課長。 

○健康福祉課長（山下 剛君） お尋ねの部分については、新しい介護予防日常生活支

援の総合事業という要支援１・２の方、なおかつデイサービス事業とホームヘルプ

サービス事業の２事業についてが、市町村独自の料金設定、独自のサービス設定に

基づいて実施しなさいという総合事業ほうのご質問かと思います。これにつきまし

ては、平成２９年までの猶予期間ということで、各自治体、それまでには取り組み

なさいということになっております。本町につきましては、まだ平成２７年度４月

からの実施というのは考えておりません。ただ、これは国が保険料を引き下げるた

めといいますか、介護保険制度を維持するために市町村独自で料金設定を、全国一

律ではなくて、料金設定をしていいということになっておるものでございますけれ

ども、平成２７年度中には事業所の意向ですとか町の方針ですとか、そういったも

のを示しながら、目途は平成２８年度からと考えておりますけれども、直前になっ

て事業所にご説明申し上げても対応が難しい面もございますので、早めにうちのほ

うで方針が出せるように準備を進めているところでございます。 

○議長（永田義昭君） いいですね。ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１４号について質疑はありませんか。 
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［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１５号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１６号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１７号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１８号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１９号について質疑はありませんか。河口議員。 

○１番（河口涼一君） 町長にお尋ねします。お尋ねというか確認になりますけれど

も、本日午前中の行政報告、そして先ほど担当課長からの補正の説明の中でありま

したけれども、スマートインターチェンジへのアクセス道路、これが当初は本年の

３月末の完成を目指しておられると思いますけれども、当初は本来は昨年の３月末

の開通に同時に完成をさせるということで、一度目が１年延びて、そして二度目が

３月末、これもまず完成はしないということのようですが、これが先ほど秋口まで

かかるというお話でありましたけれども、これは今想定されて、だいたい何月ぐら

いを想定されておられるんでしょうか。と申しますのが、これは繰越明許費、１２

月の補正予算の中でも説明をしたから、この説明で３月に間に合わないのは分かっ

てるじゃないかというようなお話もあったようですが、その遅れるということと間

に合わないということは、よく考えると違うんですよ。ちょっと用事で遅れますと

いうことと、やむを得ない事情があって行けませんと。商談とか会議に間に合いま

せんというのは次元が違うんですよ。私たちは皆さんの説明を信じておりましたの

で、間違った情報をこれまでずっと住民、町民、関係者、利用者にお話をしてきま

した。３月でほぼ完成しますよというお話をしてきたんですが、これが分かった時

点で、もうこれは大きく遅れるよということでご説明をいただくと、そういうよう

な報告ができたんじゃないだろうかと思うわけですよ。このことについて、詳細と

いうか細部については産建の委員会で説明しますが、町長のお話というのはここで

しか聞けませんので、お答えできる範囲でお願いをいたします。 
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○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 宇城・氷川スマートインターチェンジ事業の遅れにつきまして

は、冒頭の行政報告の中でお詫びを申し上げましたとおりでございまして、昨年の

３月が元々の完成予定の時期でございました。事情がありまして、氷川町の場合は

アクセスが１年遅れますということで努力をしてまいりましたが、完成に至らなか

ったということでございます。その内容につきましては、先ほど課長からも若干は

お話をしましたが、そのことに対しましては、本当にすまないなという思いでござ

います。じゃあなぜもっと早くそういった情報をくれなかったのかということにつ

きましては、やはりこの事業は国からいただいております交付金事業でございま

す。私どもの姿勢としましては、いち早く造っていかにゃならんという思いでこれ

まで事業を進めてまいりました。結果として、本日ご報告申し上げましたとおり、

３月まではできない、まだ秋口までかかるんだということで申し述べました。その

あたりは国からいただく交付金事業という大きな大前提がございますので、私ども

だけの都合は言えないというのも、ぜひお察しをいただきたいと思っておりまし

て、いずれにいたしましても遅れたことに対しましては、心よりお詫びを申し上げ

たいと思いますし、これからさらに速度を速めていち早く完成できるように頑張っ

てまいりたいと思っております。 

○議長（永田義昭君） いいですね。ほかにありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 議案第１９号の平成２６年度の一般会計補正予算についてご質

問をいたします。担当課長の方はすみませんが、ちょっと前後するかもしれません

けど、申し訳ございません。 

まず、住宅リフォーム促進事業の補助金２００万円が減額になっております。こ

れは申請がなくて減額なのか、申請はあったけれども時間的に間に合わずに減額さ

れたのか。これは１,２００万円だったですかね、増額されたのが。１,５００万円

だったですかね。そのうちの２００万円を残されたというのがどういうことなの

か。次年度も予算が上がっていますので、今回、補助金を減額された理由について

お伺いしたい。 

それから、プレミアム付き商品券の販売事業補助金についてですが、先ほどの町

長のこのプレミアム付きの商品券については、補助率とか事業費等について、町の

ほうでやりますよという話だったんですけれども、実施主体は氷川町でいいんです

か。商工会とは関係ありませんということでいいんですか。 

それから、そのプレミアム商品券の販売にあたって、補助率、今は１割の補助に

なっていますが、補助率とか、それからどれぐらいのエリアでこれは購入できるの

かとか、そういう要綱についてどういうふうに２,９５０万円が使われるのかとい
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うところのご説明をお願いします。 

それから、５４ページの公有財産購入費、道路橋りょう費の１７節、３００万円

の減額があります。これについては町道塚田線の用地購入費、それから町道西網道

南鹿野２号線の用地購入費、これについては残額なのか、それとも買えなかったの

か。もし買えなかったんだったら、買えなかった理由をお伺いしたいと思います。

とりあえず、その２点についてお願いします。 

○議長（永田義昭君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（西田美子君） まず最初のご質問ですけれども、住宅リフォーム事業

の減額について、町長の説明でもございましたとおり、３月４日時点での実績とい

たしまして、補助額が１,１７０万円ございます。残額も受け付けをできる範囲で

ございます。ただ、もうこの時点ですので、事業実施が難しいというお話での申請

の見送りは実際にあっております。見込んでの減額ということになっております。 

続きまして、プレミアム商品券ですけれども、詳細につきましては、これから詰

めるところはあるかとは思いますが、実施主体といたしましては、商工会のほうに

補助金という形でお出しをして取り組んでいただこうということで考えておりま

す。これまで２,０００万円の商品に対しまして、２００万円のプレミアムを付け

ての例年の商品券の発行でございましたが、今回の交付金事業ということで、金額

を増額しております。そのプレミアム分につきましても、これまで１０％を２０％

の倍ということで考えております。 

あと、その増額する分につきまして、事務処理、発行手続き等がなるべく煩雑に

ならないような形で見直しをしながら、若干、事務費等も考えたところでの予算の

配分を考えていきたいと思っております。 

利用の範囲でございますが、先ほど商工会ということで申し上げましたとおり、

商工会のこれまでどおりの会員の方たちでの使用範囲を考えております。また、購

入いただく方の範囲、これまでは町内の方に限っておりますけれども、そこに関し

てはこれまでも議論がございましたので、若干、今回拡げることができればと思っ

ております。以上でございます。 

○議長（永田義昭君） 建設下水道課長。 

○建設下水道課長（前崎 誠君） ５４ページの公有財産購入費の町道塚田線の道路用

地購入費につきましては、３名の方の地権者がおられて、土地の単価が１名の方が

折り合わなくて、同事業ですので全線一緒に買収をかけたほうがいいということ

で、その部分を一応全線落としております。 

それと、町道西網道南鹿野２号線の道路用地購入費につきましては、地権者の方

１名の方と、予算組みをするときに同意をいたただいていたんですけれども、承諾



 

－ 67 －

というか相続関係の承諾までしっかり受けたうえで予算組みをすればよかったんで

すけれども、現在、連絡も取れない状況ですので、全線用地買収費を落とすという

ことになっております。以上です。 

○議長（永田義昭君） 休憩します。２５分に再開いたしたいと思います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時１８分 

再開 午後３時２５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ほかに質疑ございませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２０号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２１号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２２号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２３号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２４号について質疑はありませんか。米村議員。 

○９番（米村 洋君） 今度、空き家対策特別措置法に関する特別法が２月に施行され

たと思うんですが、この中で我が町には空き家がどれくらいあるのか。それと、固

定資産税等々、これが２００平米については６分の１、これが６分の６になるとい

うようなことも可能だと。そして２００平米以上になると３分の１から３分の３と

いうような、その空き家の基準の税金の課税する空き家対策の基準はどのへんのこ

とで、倒壊する寸前をやるのか、それとも全体の空き家に対してするのか、そのへ

んのところはどうなんですか。 

○議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（陳野信次君） 前段部分の町内の空き家数につきまして、３、４年ほど
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前、区長さんを通じまして全町内の施設を調査していただきましたところ、１８０

件の空き家を確認いたしております。 

○議長（永田義昭君） 総務振興課長。 

○総務振興課長（木本栄一君） 昨年から空き家バンクの登録をお願いしますというこ

とで、持ち主がわかっている分について照会をかけて、登録してくださいというこ

とで、現在、登録してもいいというのがやっと１件出てきました。あと２件話があ

っているんですが、まだ相続登記ができていないということで、３件ほどありま

す。 

○議長（永田義昭君） 米村議員。 

○９番（米村 洋君） 固定資産税のことで質疑しとるんですから、その１８０件に対

してどのへんで課税していくのか。６分の１という基準を設けて固定資産税を課税

している。６分の６になるということの、これはどういうことを基準で設けていく

のか、そのへんのところはどうですか。 

○議長（永田義昭君） 税務課長。 

○税務課長（岩本博美君） 現在の課税６分の１のお話ですが、現在は固定資産税を課

税する場合、前年の課税標準額と評価額等から課税標準額を求めています。そし

て、居宅があれば２００平米までは６分の１の軽減をかけていると、６分の１しか

取っていないということなんですが、空き家になっても一応その住まいが住宅であ

れば、現在は固定資産税のほうはそのままの固定資産税を６分の１で取っていま

す。ただ、今後、空き家になった場合、要するに古い家屋がそのまま残っていると

危険家屋になった場合、それを壊してしまうと住宅地ではなくなって、その６分の

１の軽減が外れて６倍になってしまうというのがあるものですから、危険家屋も壊

されないで、そのままされている場合が多いんですよね。その危険家屋を結局壊し

てほしい、早く壊すために空き家であっても危険家屋については６分の１の軽減を

取れなくなるようにというのは、今後の税法改正あたりで出てくる予定になってい

ます。現在は改正にはなっておりませんので、今後そういうことになるかもしれま

せん。ただ、その基準については危険家屋であるとかの見方は固定資産のほうで見

るのか、空き家のほうで見るのかというのは、まだ具体的に話を進めておりません

ので、今後、税法改正に基づいて行っていく予定でおります。 

○議長（永田義昭君） 米村議員。 

○９番（米村 洋君） これは総務だから総務で３分の１のことも、２００平米以上の

ことも説明しとってください。 

○議長（永田義昭君） ほかにありませんか。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 
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○５番（江嵜 悟君） 町長にお伺いします。総務の案件ですけれども、町長に聞ける

のはここでしかないので。 

今回、アベノミクスで地方でも税収を上げようということで、国のほうでは頑張

っておられますけれども、今回の歳入の町民税にしても固定資産税、ある程度の上

下はあるんですけれども、実質的にこの氷川町において、税収が上がるような効果

が現在の段階でいいですけれども、将来にわたっての予測も含めて、町長の税収に

関するアベノミクスの施策がどういうふうに氷川町に影響しているかというところ

の、今の考え方をお伺いしたいと思います。 

○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） まさに税収は私たちの自主財源で一番大切な部分でございます

し、本来なら根幹を担うべきものでありますが、ご承知のとおり、今の数字でござ

います。その上で、今のアベノミクスと私たちの町の財政との関わりの話でござい

ますが、端的に言いまして、まだアベノミクスの効果は私たちの町には届いていな

いというのが現状だろうと思っております。その中で、私どもの町はやはり主産業

は農業でございます。農業の所得を倍増しますというお話を打ち上げてあります。

倍増すれば、当然、税収は上がってまいります。併せまして、法人税等につきまし

ても企業が都会から町に来て、そこで生業を出してくれれば法人税が入るわけでご

ざいますので、その部分の効果は見込めるわけでございますが、今のところはまだ

それも利用はないと。ただ、一つ嬉しい情報は、固定資産税が少し税収が上がって

おりますが、率を上げずに金額が上がったということでございますが、例の中大野

地区にできましたメガソーラー、あの部分の税収が約７００万円程度、固定資産税

として入ってまいります。有難いことでございまして、１０年しますと７,０００

万円。だんだん償却資産でございますので下がっていったとしましても、やはり有

効な税財源、いわゆる税源であるということでございます。かといって、取りやす

いところから取ろうということで、固定資産税の率を上げるなんていう考えは今の

ところ持ちませんし、できるだけ率を下げても、まずはそういった収入で町民税の

部分が上がっていくようなやり方、そのために私たちもいろんな形で今ご支援をし

ているところでございますので、その効果をしっかり発揮できてくればいいなとい

う気持ちでおります。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今、町長が言われるように、固定資産税のアップにつながる企

業誘致等を今一生懸命頑張っておられると思いますが、ぜひそういう税収アップに

つながるような施策を打っていただきたいと思います。 

中身について、総務の所管以外をお伺いいたしたいと思いますが、まず８５ペー
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ジの収集委託料なんですけれども、これは４年間のごみ収集委託料７,７４０万円

が、平成２７年度が初年度として計上されるのかということです。収集委託料につ

いては、国からのそのような通達みたいなのが来てないかどうか、そこの部分を一

つ。委託先の選考についてどういうふうにされるのかということです。 

それから、１００ページの立神峡の管理委託料について９８２万３,０００円が

上がっております。基準価格の３,０００万円、３年間で３,０１２万３,０００円

が基準価格で、今回、指定管理者を受けられた提案額も同額３,０１２万３,０００

円だったと思います。それを３カ年で割ると、平均すると１,０００万円ですけれ

ども、協議の結果、概ね２０万円下がったのかどうか。「協議をします。金額は下

がります。」というご説明があっておりますけれども、協議結果として予算が計上

されているかどうかということをお伺いします。 

ここはいいです。工事価格については、建設委員長のほうから話が出るというこ

とですのでいいので、あと１１２ページの１,２００万円かけて、氷川町の防災計

画の改訂業務委託料というのが計上されていますが、これは全額一般財源で賄われ

ていますけれども、防災計画については、そのような助成金とか補助金はないのか

どうか。こういうその防災に国のほうが随分と力を入れている中で、果たしてこの

１,２００万円を全部単費でやる必要があるのかどうか。場合によっては、そうい

う助成金、交付金を探してくる必要があると、改訂しなければいけない法的根拠が

あるのかどうか。１,２００万円かけてやるべきことだと思いますけれども、やり

方として、果たしてこれが正しいのかどうかをお伺いします。 

それと、ちょっとよく分からなかったのが、あとは見とってくださいという企画

課長の話だったんですが、１４０ページの一般職の職員についてです。本年度１１

７名、前年度１１５名、比較ゼロと書いてありますが、ここの説明はどういう説明

になるのか。職員数が２人増えていると思うんだけれども、その職員数がもっと違

うところだから数字としてはゼロになっているのか。ここの理由を職員は増えてな

いということだったので、その次のページに退職１名、採用１名ですから、ここの

ところの説明をお願いします。以上です。 

○議長（永田義昭君） 町民環境課長。 

○町民環境課長（中島 正君） 町民環境課の所管であります収集委託料につきまし

て、８５ページの話でございますけれども、これにつきましては町内の収集という

部分につきましては、町が責任持って収集しなさい、処理しなさいという廃掃法に

基づいて委託をしているわけでございますけれども、２業者にしておりますけれど

も、現在、平成２７年度で５カ年は終了いたします。平成２８年度から新たな形で

収集業務の委託先を見出す必要がございますけれども、その中で委託先の選考にあ
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たって、何か通達あたりが来てないかということですけれども、これは最高裁の判

例に基づいた形で町のほうに情報は入っておりますが、通達はまだ来ておりませ

ん。現状としまして、なぜその内容が出てきているかといいますと、競争の原理だ

けではないよと、町の責任において処理しなさいというのに、何で競争入札かける

のと。要は指針の中に処理できる範囲の委託料を担保しなさいという部分に引っか

かりはせんかいということで、そういう部分で今指摘があっておりますので、そう

いう部分も含めて、平成２８年度に向けて検討していきたいと思っております。以

上でございます。 

○議長（永田義昭君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（西田美子君） 続きまして、立神峡公園管理委託料の件でございます

けれども、まず協定書のほうには１,００４万１,０００円ということで金額を掲載

しております。その中に消費税及び地方消費税を含むということで明記しておりま

すけれども、この計算の中では消費税は１０％で計算をしておりました。今回、８

％ということですので、本年の委託料につきましては９８２万円ということになり

まして、了承済みでございます。以上でございます。 

○議長（永田義昭君） 総務課長。 

○総務課長（陳野信次君） まず、１点目の防災計画書の件についてお答えいたしま

す。財源として補助事業等はないのかというご質問でございまして、現在のとこ

ろ、補助事業がなかったということで単費を１,２７０万円投入しているという形

で考えております。 

また、その改訂根拠でございますが、法で求められた改訂ではございません。合

併時に策定いたしました氷川町の地域防災計画、１０年を経過して、近年の大規模

災害等に対応するための具体的な項目もまだ網羅されていないということで、改訂

されました災害対策基本法、こちらをベースにしまして、新たに一から見直しをか

けていこうという計画で、今回予算のほうを計上させていただいたところでござい

ます。 

それから、２点目の１４０ページの職員数ですけれども、明らかにミスプリント

でございます。申し訳ございません。本年度が平成２７年度になりますので、平成

２７年度には４月１日現在で１１７名の職員と。平成２６年４月１日には１１５名

でしたので、平成２７年４月１日には前年と比較しまして２名の増加ということに

なります。申し訳ございませんでした。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） それでは、総務課長から今説明があったんですが、町長、この

地域防災計画の改訂業務、これは必要だと思います。思いますけれども、単費１,
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２００万円をかけて今年やらなければいけないのか。これをもう少し助成事業とか

補助事業とか、そういう財源的なものをやはり探すべきじゃないかなと思うんです

が、ぜひこの分については執行を急がずに財源確保のほうを頑張って、職員の方に

やってもらえばなと思いますけど、そこのところどうでしょうか。 

○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 今、地域防災計画の改訂についてのお尋ねがございました。改

訂は必要と、これはもう議員もご承知のとおりでございますが、それをどこかに委

託をしてコンサルにやらせるのか、自分たちの作業でやるのかということでござい

ますが、やはり専門的な見地の部分も必要であろうと思っておりますし、かなり幅

広い項目で網羅をしていかなくちゃなりません。そういったことを考えますと、や

はりそういった第三者の手を借るのも一つの手かなと思っておりますが、なるべく

執行、それから入札をかけますときにここまでと、これまでもここまでは私たちが

やるからここをという形で、入札にかけることも可能かなと思っておりますし、財

源の確保につきましては先ほど課長が申し上げましたとおり、現在のところはそう

いった地域防災計画に対する補助はないということでございますが、先ほど少し例

の定住圏構想のお話をいたしました。八代市が中心の市になって、私どもは今後協

定を結びます。私どもも定住圏構想に基づく事業につきましては、国からお金がく

る、約１,０００万円程度はフルにいただけるという話も聞いておりますので、そ

ういった中で、そういった地域防災計画を作ることが、その定住圏構想の中のいわ

ゆるメニューに当てはまるのかどうか。あるいは先ほどのすこやか赤ちゃん祝金の

お話が出ました。単費を突っ込んでやるのかというお話がございましたが、そうい

ったところもその定住圏構想のメニューで拾っていかれれば、そのうちの何某かを

そういったいわゆる構想の交付金等で担保するというのも有りかなと思っておりま

すので、なるべく一般財源を突っ込まずに、そういった国・県あたりの事業費ある

いは交付金、補助事業等をフルに活用するように、これからもまた努力はしていき

たいと思っております。 

○議長（永田義昭君） 最後にお願いします。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 答えが明確だと、最後にできるんですけれども。先ほど言った

立神峡については、消費税が１０％で計上していたのが８％になったから金額が下

がりましたという、そのときに協議結果ですかという話をしました。だから、今

度、委託を受けた方と協議をして、金額はまた協議した結果、下げる方向で協議を

しますという話を聞いてたので、協議結果ですか、それとも予算は上げますけど、

まだ協議はしてなくて、これから下がるんですかという回答をいただきたかったん

です。 



 

－ 73 －

それから、もう一つ、住宅リフォーム促進事業を１,２００万円、先ほど２００

万円残りましたけれども、これについては補助要件、今、居宅だけじゃないと対象

なっていない。補助要件についての変更というのは、今回の予算の中で計上されて

いますか。店舗のリフォーム、それもぜひお願いしたいということで、商工会と町

長の意見交換会のときに話がしてあったと思いますけど、そこの部分が入っている

のかどうか、そこをお願いします。 

○議長（永田義昭君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（西田美子君） まず、立神峡の件につきましてですが、協議の結果で

金額は了承をいただいております。協議済みでございます。 

続きまして、住宅リフォームの件ですけれども、今年の住宅リフォームの補助に

つきましては、昨年どおりの条件での補助を考えております。店舗リフォームにつ

きましては、商工会のほうとお話を今後も続けてまいりますけれども、いろんな形

で商工振興、商工会育成を含めたところでの、いろんな形での助成を合わせて検討

していきたいと考えております。 

戻ります。立神峡ついては、協議の結果でこの金額を落としております。以上で

す。 

○５番（江嵜 悟君） 説明のときには、金額が大きいから高いほうを取った。でも、

今後協議のうえ下げていきますという説明を指定管理者の承認のときに言われてい

るんですよ。結果的には、協議結果は下がらなかったという答弁をすべきじゃない

ですか。協議結果は消費税分だけ下がったんだから、協議結果としては相手方が了

承しなかったというのが回答ですよね。今、協議の結果、消費税が１０％で上げて

たのを８％になったのでこの金額ですということだったら、協議の結果、下がりま

せんでした、協議をして下げますと言われたけど、下げれなかったと説明していた

だければ、次の説明は要らなかったんですが、そのとおりかどうか。 

それから、この住宅リフォーム事業、町長、３年間で、規則は平成２７年の３月

末で期限切れですよ。ですから今回、私は見直しがある。この規則はまだ作ってな

いんでしょ。この３月いっぱいで切れるから、４月１日からまた新しい規則を作ら

ないかんわけでしょう。規則を改正するときに、その分の商工会の皆さんから要望

が出てる店舗改修についても、このリフォーム事業を入れていただけませんかとい

う要望があった。その点、町長、担当課長と協議して、この部分については上げな

いと答弁、課長のほうに指示されたかどうか、その点だけで結構です。 

○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） 住宅リフォームにつきましては、現在の予算計上には商工会の

店舗の改装部分につきましては入っておりません。それはしかし、今後の協議の中
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で必要であれば必要なときに予算措置をしていかなきゃならんと思っております

が、予算査定のときにその話も確かにありました。プレミアム付きの例の創生交付

金の中でそういったものも使えるよねという話は検討しましたけれども、どちらを

優先するのか、即効性があるのはやはりプレミアム付きの商品券のほうを拡大した

ほうが、より即効性があるだろうということで、そちらを選択をしたところでござ

いまして、かといって先ほどの店舗改修の部分が完全になくなったわけではござい

ませんので、今後もそれぞれ商工会さん、あるいは担当課が協議を進めていくもの

と思っております。 

○５番（江嵜 悟君） 商工観光課長、今の町長の話、分かりましたか。そこのところ

をやはり詰めて、商工会のほうにもはっきり説明できるようにしていただきたいと

思います。 

先ほどの立神峡の件、一言だけで結構ですよ。 

○議長（永田義昭君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（西田美子君） 先ほどおっしゃられましたとおり、協議の結果、消費

税分だけの見直しということですので、減額とはなっておりません。以上でござい

ます。 

○議長（永田義昭君） ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２５号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２６号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２７号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２８号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第２９号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 



 

－ 75 －

次に、同意第１号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

次に、同意第２号について質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１号から同意第２号までの

うち、議案第４号は先議したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４号は先議することに決定しました。 

これから議案第４号の討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４号を採決します。本案は原案のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

［賛成者起立］ 

○議長（永田義昭君） 起立全員です。したがって、議案第４号は原案のとおり可決さ

れました。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第１号から議案第３号まで、

及び議案第５号から議案第２９号までは、お手元に配りました議案付託表のとお

り、それぞれの常任委員会に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 異議なしと認めます。したがって、議案第１号から議案第３号

まで、及び議案第５号から議案第２９号までは、議案付託表のとおり、それぞれの

常任委員会に付託することに決定しました。 

ここで暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後３時５７分 

再開 午後３時５９分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（永田義昭君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

お諮りします。ただいま町長から、議案第３０号、定住自立圏形成協定の締結に
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ついてが提出されました。これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたい

と思います。ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 異議なしと認めます。議案第３０号を日程に追加し、追加日程

第１として議題とすることに決定しました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

追加日程第１ 議案第３０号 定住自立圏形成協定の締結について 

○議長（永田義昭君） 追加日程第１、議案第３０号、定住自立圏形成協定の締結につ

いてを議題とします。 

提案理由の説明を求めます。企画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） それでは、先ほど議決いただきました議案第４号、議

会の議決すべき事件に定める条例の一部改正で、この定住自立圏形成協定の締結に

つきまして説明いたします。 

八代地域における人口減少や少子化での対策等、単独では解決できない問題等の

解決を図るため、相互に役割を分担し、連携・協力することにより、圏域全体で必

要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進する自治体間連携の取り組みを

行うものでございます。 

なお、定住自立圏形成協定を締結することにより、定住自立圏が形成された自治

体に対しましては、国の財政支援が行われます。中心市へは８,５００万円、周辺

町村へは１,５００万円が上限額として措置されるものでございます。 

それでは、協定書１ページをご覧ください。第１条の目的では、相互に役割を分

担し、連携を図りながら、圏域に必要な都市機能及び生活機能を確保し、住民が安

心して豊かに暮らせる定住自立圏を形成することを目的といたしております。 

第２条の基本方針では、政策分野の取り組みにおいて、相互に役割分担し、共同

し、又は補完し合うことでございます。 

第３条の連携する政策分野等では、国が指定した連携する政策の分野等、取組内

容を記載したものでございます。 

まず、開けまして３ページをご覧ください。１号の生活機能の強化に係る分野

で、別表第１（第３条関係）、（１）医療、医療体制の充実と地域医療の連携、

（２）福祉、子育て支援の推進と高齢者等に対する支援の充実等、（３）教育、子

どもの健全育成、スポーツ・文化活動への支援の充実等、（４）土地利用、地域特

性を活かした農業の展開等、有効な土地利用等、（５）農業振興、圏域内の産業等

の振興、（６）その他、住民生活に関係する施設等の連携等の６項目を計上させて

いただいております。 
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２号につきましては、次のページでございます。結びつきやネットワークの強化

に係る政策分野、別表第２（第３条関係）でございます。（１）地域公共交通、便

利で快適な公共交通の構築、（２）情報基盤の整備、超高速通信網等の整備促進、

（３）道路等の交通インフラの整備、主要幹線道路及び圏域内の拠点施設を結ぶ道

路の整備促進等、（４）地産地消の推進、地域の生産者や消費者等の地域連携によ

る地産地消、（５）交流・移住促進、地域内外の住民との交流・移住促進、（６）

観光ネットワークの連携・強化の６項目を計上させていただいております。 

３号で、圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野では、次のページの別表第

３の第３条関係で、（１）中心市等における人材の育成等、（２）中心市等におけ

る外部からの行政及び民間人の確保、国や県、民間人の確保と交流人事等、（３）

その他の圏域マネジメント能力の強化、団体等の情報共有と人材の活用等の３項目

が上げられております。これらが定住自立圏形成契約書に盛り込むこととなってお

ります。 

この取り組みは、大まかな取り組みでございます。契約の締結後、もっと具体的

な詳細な取組内容を記載した定住自立圏共生ビジョンの策定、実施計画的なもので

ございますが、これが必須でございます。八代市と一緒に取組内容を協議する組

織、八代市が主となり各分野から委員十数名を選定いたしまして、４月から８月ま

でに検討・協議し、策定する計画でございます。また、これにつきましては、毎年

見直しが必要となります。 

第４条に戻ります。１ページでございます。事務執行に当たっての連携、協力及

び費用負担について掲載させていただいております。 

第５条では、協定の変更について掲載させていただいております。 

第６条につきましては、協定の廃止を掲載させていただいております。 

第７条では、疑義の解決について盛り込んであります。 

以上で説明を終わらせていただきます。 

○議長（永田義昭君） これから質疑を行います。質疑はありませんか。江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） 今回、定住自立圏形成協定の締結に向けて、国の助成金が概ね

両市町で１億円あるんだという話です。ここの協定書の締結にあたって、相互に役

割分担してということで、今の段階ではすべて甲の役割、乙の役割、すべて一緒で

すね。今後、４月から８月の間でビジョンを作成するんだという企画課長の説明で

すけれども、氷川町としてこの自立圏構想の中で、どういう役割を氷川町が持ちた

いのか、持とうと考えておられるのか。八代市と氷川町のその立ち位置ですね、そ

こらへんはこの協定を結んだ後の氷川町の立場というんですか、そういうものの構

想がありましたら、そこのところをお伺いしたいと思います。 
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○議長（永田義昭君） 町長。 

○町長（藤本一臣君） お尋ねの定住自立圏形成協定の締結後の考えはということでご

ざいますが、私どもも今、事務レベルでの協議が行ってあるばかりでございます。

私どもも一回もまだその会議にも参画しておりません。今度、初めて協定を結ばせ

ていただきます。そのうえで、じゃあ氷川町がどういった役割を果たしていくのか

ということでございますが、やはり私どもは八代地域の北部地域にございます。そ

の周辺を見ますと、やはり氷川の流域の泉、東陽、鏡、千丁あたりは一つのエリア

なのかなと思っておりますが、その北部のエリアでできることを私どもが中心にな

ってやっていくのも有りかなと。それが何かとは、まだまだ見えてきませんが、こ

のビジョン策定の中で大いに私たちができる、任せていただけるようなことをやっ

ていきたいなと思っておりまして、またそのことにつきましては、皆さま方からも

大いにお知恵を借りたいなと思っております。 

○議長（永田義昭君） 江嵜議員。 

○５番（江嵜 悟君） どちらの委員会に属するかが今のところ見えないので、企画課

長のほうに一つだけ。今、町長の話があって、八代北部エリアの中心として動きた

いということで、事務レベルの中で、ビジョン作成まで４カ月しかないということ

で、概ね事務レベルの中では、ある程度、氷川町の役割、八代市の役割というの

が、協定書はこうですよ、ある程度、方向性というのを協議されているのかどう

か、そこのところをお伺いしたいと思います。 

○議長（永田義昭君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（森田寿也君） まだ今のところ、ある程度というのはございません

が、一応、事務レベルで話した結果、担当課というものをどこにするかということ

で、この件についてはこの担当課というのがあります。その担当課と企画課と話し

合って、これからどういうふうにしていくかというのを、今から検討していきたい

と思っているところでございます。 

○議長（永田義昭君） ほかにありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 質疑なしと認めます。 

お諮りします。ただいま議題となりました議案第３０号は、総務文教常任委員会

に付託したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（永田義昭君） 異議なしと認めます。 

以上で、本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これで散会します。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午後４時１０分 


